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106歳

闍橋　茂子さん（佐賀）
しげ こ

105歳

たか はし

105歳

文野　壽賀子さん（上田の口）
す が こぶん の

105歳

103歳

谷　　晴美さん（早咲）
はる みたに

山下　千里さん（市野々川）

101歳102歳

水野　サトルさん（田野浦）

101歳

みず の

大西　園惠さん（鞭）
その えおお にし

ち さとやま した

田城　萬亀代さん（鞭）

祝100歳

濱口　覺惠さん（田野浦）

祝100歳

かく えはまぐち

堀川　益栄さん（馬荷）

101歳

ます えほり かわ

松岡　久美さん（鞭）
ひさ みまつ おか

あ

安部　菊壽さん（早咲）

101歳

きく じゅべ

野村　冨子さん（浜の宮）

祝100歳

の むら とみ こ

小橋　富枝さん（王迎）

祝100歳

こ ばし とみ え

橋田　左内さん（蜷川）
さ ない

祝100歳

はし だ

山本　顴野さん（田野浦）
とく のやま もと

た しろ ま き よ

宮川　八千代さん（加持本村）
や ち よ

101歳

みや がわ

長寿おめでとうございます。どうぞこれからもお元気で。長寿おめでとうございます。どうぞこれからもお元気で。

　9月17日の「敬老の日」を前に、9月2日および3日、黒潮町長と社会福祉協議会会長が、黒潮町在

住で今年度100歳を迎える方と100歳以上の方（大正8年3月31日までに生まれた方）を訪問。ご長

寿のお祝いに記念品を贈呈しました。

　また、今年度100歳になる方（初めてお祝いした方）には、総理大臣からの表彰状も授与されました。

※左上から年度年齢（令和2年3月31日現在の年齢）順に掲載。「祝」は初めてお祝いした方です。

※許可をいただいた方のみ掲載しています。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
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※上記の方々のほか、泉弘・光恵ご夫妻も金婚式を迎えられました。おめでとうございます。　　　

※写真は、左上からあいうえお順に掲載しています。※許可をいただいた方のみ掲載しています。

篠田　　博さん・澄子さん

（入野）

ひろし

いずみひろし みつ え

こすみだしの

藤闢　和夫さん・政子さん

（伊田）

まさ こさきふじ おかず

藤本　和平さん・幸子さん

（川奥）

ひらかず こさちもとふじ

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

金　婚 結婚50周年 おめでとうございます
　9月1日（日）、高知新聞社・RKC高知放送などが主催する「第62回金婚夫婦祝福式典」が行われま

した。四万十市内の会場には幡多6市町村から参加があり、黒潮町からは3組が出席しました。

　今年金婚式を迎えられたのは、1969（昭和44）年に結婚されたご夫婦です。50年間手を取り合っ

て歩んできたお二人は、この日を迎えた喜びを分かち合い、穏やかな笑顔を見せました。

ま ほ ろ ば

く ろ し おVol.

1

「まほろば」とは、すばらしい場所・住みやすい場所という意味。

まほろばな黒潮町で頑張る人や団体にスポットを当て、

紹介する新連載を今月号よりスタートします（隔月掲載予定）。

四国遍路の途中、馬荷の山中
に迷い込んだ弘法大師を、信
仰深い夫婦が精一杯おもてな
しをして助けました。その手
厚い接待に心打たれた弘法大
師が、お礼として残したのが
「湧き水」と年に７回実をつけ
る「七立栗」だという伝説が残
っています。そんな七立栗を
後世に残し、多くの人に知っ
てほしいと活動しているのが
「七立栗生産組合」。現在は観
賞用として主に出荷されてい
ます。今回は作業中の倉庫を
訪ね、矢野史明代表に話を聞
きました。

七立栗生産組合

 
生
産
組
合
の
前
身
は
平

成
６
年
に
前
代
表
の
堀
川

寛
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
「
七

立
栗
保
存
会
」
で
、
自
然

に
生
え
て
い
た
栗
を
選
別

し
て
畑
に
植
え
替
え
、
生

産
す
る
こ
と
を
始
め
た
。

そ
れ
か
ら
、
残
す
だ
け
で

な
く
広
め
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
県
の
補
助
金
な

ど
を
使
い
こ
の
倉
庫
（
工

房
な
な
た
て
）
を
建
て
、

平
成
２４
年
に
「
七
立
栗
生

産
組
合
」
と
い
う
名
前
に

な
り
、
観
賞
用
に
名
古
屋

な
ど
に
出
荷
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
が
よ
。
今
は
専

業
で
は
な
い
け
ど
、
１１
軒

の
農
家
が
作
り
よ
う
。
保

存
会
立
ち
上
げ
か
ら
生
産

し
よ
る
堀
川
さ
ん
は
９５
才

で
現
役
な
が
よ
。

 　
小
さ
い
け
ど
糖
度
は
２０

度
く
ら
い
あ
っ
て
甘
く
、

味
も
え
い
よ
。
七
立
栗
は

「
四
万
十
甘
栗
」
の
交
配

に
も
使
わ
れ
た
品
種
な
が

よ
。
昔
は
山
に
自
生
し
て

い
た
七
立
栗
を
拾
っ
て
売

り
よ
っ
た
み
た
い
な
。
こ

れ
ま
で
は
観
賞
用
の
出
荷

だ
け
で
、
食
用
は
今
年
初

め
て
こ
う
ち
生
活
協
合
組

合
と
契
約
し
て
、
１
５
０

パ
ッ
ク
出
荷
す
る
予
定
な

が
よ
。
あ
と
は
地
区
の
秋

祭
り
や
海
辺
の
日
曜
市
で

茹
で
栗
を
販
売
す
る
こ
と

も
あ
る
よ
。
馬
荷
で
は
よ

う
知
ら
れ
ち
ょ
う
け
ど
、

町
内
で
も
食
べ
た
こ
と
が

な
い
人
も
多
い
と
思
う
。

 
だ
い
ぶ
前
や
け
ど
、
全

国
放
送
の
情
報
番
組
の
生

け
花
に
使
わ
れ
た
こ
と
も

あ
る
が
よ
。
ま
ず
は
町
内

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

全
国
に
広
め
た
い
。
良
い

も
の
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、

生
産
者
も
増
え
て
ほ
し
い
。

い
つ
か
黒
潮
町
の
名
産
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ね
。

七立栗畑。小さな実がならびます。

収穫された七立栗
保存会を立ち上げた堀川さん。（写真右）
慣れた手つきで出荷準備を行います。

い
つ
か
ら
活
動
を
し
て

い
る
の
で
す
か
？

今
後
の
七
立
栗
の
展
望
は
？

観
賞
用
の
出
荷
が
メ
イ
ン

と
の
こ
と
で
す
が
、
味
は

ど
う
で
す
か
？

広報に掲載しきれない内容や取材の裏話を町公式Facebookに掲載します。裏表紙のQRコードからご確認ください。

なな たて ぐり

（平成24年設立）
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歳　入 歳　出
（目的別）

歳　出
（性質別）

歳　出
（目的別）

歳　入 歳　出
（性質別）

　
平
成
３０
年
度
の
歳
入
総
額
は

９２
億
７
千
３
２
３
万
円
、
前
年

度
比
２８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

減
少
の
主
な
要
因
は
、
平
成
２９

年
度
ま
で
に
大
型
事
業
が
お
お

か
た
終
了
し
、
平
成
３０
年
度
以

降
は
予
算
の
縮
小
期
に
入
っ
て

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
構
成
は
、
普
通
交
付

税
と
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
た

地
方
交
付
税
が
全
体
の
４４
％
を

占
め
、
町
税
を
含
め
た
自
主
財

源
が
全
体
の
２３
％
し
か
な
く
、

国
や
県
の
財
政
支
援
に
依
存
し

た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
債
は
過
疎
対
策

事
業
債（
４
億
９
千
６
５
０
万
円
）、

旧
合
併
特
例
事
業
債
（
２
億
６

千
５
０
０
万
円
）
、
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債（
２
億
５
８
０
万
円
）、

災
害
復
旧
事
業
債
（
７
１
０
万

円
）
な
ど
の
地
方
交
付
税
措
置

の
高
い
有
利
債
の
借
入
を
行
い
、

後
年
度
の
財
政
負
担
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
し
な
が
ら
、
町
に

必
要
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
歳
出
総
額
は
９２
億
３
千
４
５

３
万
円
、
前
年
度
比
２７
・
４
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

庁
舎
建
設
事
業
や
津
波
避
難
路

整
備
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
が

終
了
し
、
投
資
的
経
費
が
大
幅

な
減
少
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
目
的
別
で
の
構
成
を
見
る
と
、

保
育
所
運
営
な
ど
の
子
育
て
支

援
や
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
の
民
生
費
が
２４
・
３
％

（
２２
億
４
千
１
０
１
万
円
）
、
国

道
改
良
に
伴
う
伝
送
路
移
転
事

業
や
西
日
本
豪
雨
災
害
義
援
金

に
よ
り
、
総
務
費
が
２３
・
２
％

（
２１
億
３
千
９
８
７
万
円
）
、
銀

行
等
借
入
資
金
の
償
還
の
実
施

に
よ
り
、
公
債
費
は
１３
・
８
%

（
１２
億
７
千
４
６
０
万
円
）
、
木

造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
や
空
き

家
再
生
等
推
進
事
業
な
ど
に
よ

り
、
消
防
費
が
１０
%
（
９
億
２
千

１
８
１
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶

助
費
・
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義

務
的
経
費
が
全
体
の
３６
・
７
％
、

普
通
建
設
事
業
と
災
害
復
旧
事

業
を
合
わ
せ
た
投
資
的
経
費
が

１８
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
（
繰
越
明
許
を
含
む
）

黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況

【お問い合わせ】本庁 総務課 財務係　蕁43－2112

平成30年度

※それぞれの数値は集計後端数処理をしているため、合計値と合わない場合があります。

一般会計決算の状況

決算収支歳　　出歳　　入

歳　　　　入 歳出（目的別） 歳出（性質別）

3,870万円92億3,453万円92億7,323万円一般会計（繰越明許含む）

その他依存財源
3.1%

2億8,932万円

繰入金　4.1%
3億8,391万円

町税　9.1%
8億4,021万円

その他自主財源
9.8%

9億1,005万円

その他自主財源
9.8%

9億1,005万円

地方交付税
44.0%

40億7,972万円

県支出金
9.6%

8億9,276万円

県支出金
9.6%

8億9,276万円

町債
11.3%

10億4,653万円

国庫支出金
9.0%

8億3,073万円

依存財源
77.0%

71億3,905万円

依存財源
77.0%

71億3,905万円

自主財源
23.0%

21億3,418万円

自主財源
23.0%

21億3,418万円

その他
5.7%

5億3,326万円

人件費
16.2%

14億9,554万円

人件費
16.2%

14億9,554万円

補助費等
13.0%

11億9,908万円

補助費等
13.0%

11億9,908万円

投資的経費
18.7%

17億2,240万円

投資的経費
18.7%

17億2,240万円

その他の経費
44.6%

41億2,652万円

その他の経費
44.6%

41億2,652万円
義務的経費
36.7%

33億8,562万円

義務的経費
36.7%

33億8,562万円

その他
8.9%

8億2,064万円

総務費
23.2%

21億3,987万円

民生費
24.3%

22億4,101万円

教育費
6.8%

6億3,199万円

衛生費　5.5%
5億839万円

公債費
13.8%

12億7,460万円

公債費
13.8%

12億7,460万円

物件費
15.5%

14億3,504万円

繰出金
10.4%

9億5,914万円

普通建設事業費
18.1%

16億6,785万円

災害復旧事業費
0.6%

5,455万円

土木費
7.5%

6億9,622万円

消防費
10.0%

9億2,181万円

扶助費
6.7%

6億1,548万円

◆ 

歳
入
決
算
（
収
入
）

◆ 

歳
出
決
算
（
支
出
）
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地方交付税

歳入（収入）一覧

決　算　額

40億7,972万円

1人当たり

36万3,708円

町　　　債 10億4,653万円 9万3,298円

県 支 出 金 8億9,276万円 7万9,590円

町　　　税 8億4,021万円 7万4,905円

国庫支出金 8億3,073万円 7万4,060円

繰　入　金 3億8,391万円 3万4,226円

そ　の　他 11億9,937万円 10万6,925円

合　　計 92億7,323万円 82万6,712円

民　生　費

総務費

　庁舎建設事業� 1億3,277万円

　国土調査事業� 5,049万円

　定住促進住宅整備事業� 4,011万円

　集落活動センター事業� 2,321万円

　西日本豪雨災害義援金� 310万円

民生費

　障がい者自立支援給付費� 3億7,997万円

　あったかふれあいセンター事業� 3,314万円

　在宅子育て応援事業� 2,027万円

　介護基盤緊急整備事業� 1,000万円

衛生費

　予防接種事業� 2,274万円

　義務教育期間の医療費無料事業� 1,907万円

　合併浄化槽設置整備事業� 1,344万円

　乳幼児医療費助成事業� 1,011万円

労働費

　地域雇用促進事業� 3,749万円

歳出（支出）一覧
【目的別】

決　算　額

22億4,101万円

1人当たり

19万9,787円

総　務　費 21億3,987万円 19万770円

公　債　費 12億7,460万円 11万3,631円

消　防　費 9億2,181万円 8万2,180円

土　木　費 6億9,622万円 6万2,068円

教　育　費 6億3,199万円 5万6,342円

衛　生　費 5億839万円 4万5,323円

そ　の　他 8億2,064万円 7万3,161円

合　　計 92億3,453万円 82万3,262円

普通建設事業費

決　算　額

16億6,785万円

1人当たり

14万8,689円

人　件　費 14億9,554万円 13万3,328円

物　件　費 14億3,504万円 12万7,934円

公　債　費 12億7,460万円 11万3,631円

補 助 費 等 11億9,908万円 10万6,898円

繰　出　金 9億5,914万円 8万5,508円

扶　助　費 6億1,548万円 5万4,870円

そ　の　他 5億8,780万円 5万2,402円

合　　計 92億3,453万円 82万3,262円

【性質別】

一般会計決算額

平成30年度の主な事業とその決算額 農林水産業費

　園芸用ハウス整備事業� 2,802万円

　新規漁業就業者支援事業補助金� 658万円

　施設レモン産地化支援事業� 167万円

商工費

　スポーツ活用型地域づくり事業� 1,213万円

　共同作業場改修事業� 976万円

土木費

　都市防災総合推進事業� 1億5,128万円

　高規格道路整備事業� 5,005万円

消防費

　木造住宅耐震改修事業� 2億3,679万円

　避難道等整備事業� 1億5,490万円

　防火水槽設置事業� 1,632万円

教育費

　入野小学校校舎改修事業� 1億2,058万円

　学校支援員配置事業� 1,776万円

災害復旧費

　公共土木施設災害復旧事業�  2,214万円

※1人当たり

　決算額を平成31年3月31日の

町人口11,217人で割った金額。
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財政健全化法による財政指標について

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成30年度決算に基づく4つの健全化

判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しました。この指標が基準以上となる場合には、財政健全化

計画などを策定することが義務付けられています。黒潮町ではすべての数値が基準値を下回っています。

○実　質　赤　字　比　率　普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

○連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率

○実質公債費比率　普通会計が負担する起債の元利償還金・準元利償還金の標準財政規模に対する比率

○将　来　負　担　比　率　普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

○資　金　不　足　比　率　公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率

※標準財政規模とは、標準的な状態で通常収入される見込みの一般財源の規模を言います。

平成30年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.00% 20.0%

連結実質赤字比率 － 20.00% 30.0%

実質公債費比率 7.2% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 － 350.0%

資金不足
比率

経営健全化
基準

水 道 事 業 会 計 － 20.0%

農業集落排水事業会計 － 20.0%

漁業集落排水事業会計 － 20.0%

特別会計決算の状況

歳　　入

住宅新築資金等貸付事業

2,416万円

669万円

宮川奨学資金

14億7,939万円給与等集中処理

17億7,786万円国民健康保険事業

4,656万円国民健康保険直診事業

16億7,596万円介護保険事業

�1,702万円介護サービス事業

3,728万円農業集落排水事業

487万円漁業集落排水事業

2億1,713万円後期高齢者医療保険事業

2億6,184万円情報センター事業

2億8,220万円収益的収支

資本的収支
水道事業

1億8,785万円

歳　　出

260万円

1,096万円

14億7,939万円

17億4,785万円

4,615万円

16億789万円

1,702万円

3,665万円

486万円

2億1,169万円

2億6,182万円

2億6,652万円

2億9,077万円

決算収支

408万円

1,320万円

0円

3,002万円

41万円

6,807万円

0円

63万円

1万円

545万円

2万円

1,569万円

▲1億292万円

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の

特
別
会
計
は
、
公
営
企
業
会
計

の
水
道
事
業
を
含
め
て
１２
個
の

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
を
除

い
た
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

５５
億
８
千
６
３
５
万
円
、
歳
出

総
額
は
５４
億
６
千
４
４
６
万
円

で
歳
入
歳
出
の
差
引
総
額
は
１

億
２
千
１
８
９
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特
別
会
計

※水道事業の不足額は、当年度分消費税および

地方消費税資本的収支調整額と、損益勘定留

保資金で補てんされています。

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計
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「
基
金
」
と
は
特
定
の
目
的
の

た
め
に
資
金
を
積
み
立
て
、
財

産
の
維
持
や
事
業
費
の
財
源
な

ど
に
充
て
る
た
め
に
準
備
す
る

貯
金
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
年

度
間
の
財
源
調
整
を
行
う
た
め

の
「
財
政
調
整
基
金
」
、
地
方
債

の
償
還
を
計
画
的
に
行
う
た
め

の
「
減
債
基
金
」
、
そ
の
ほ
か
特

定
の
目
的
の
た
め
に
設
置
さ
れ

る
「
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
」
が

あ
り
ま
す
。

　
平
成

３０
年
度
は
、
防
災
対
策

加
速
化
基
金
と
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
な
ど
へ
の
積
立
を
行
っ
た

た
め
、
下
記
の
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
計
画
的

な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
確

実
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
行
い
、

適
正
な
管
理
・
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

基
金
現
在
高
の
状
況
に
つ
い
て

※上記の金額は普通会計に属する積立基金のみの累計額です。

増減の主な理由
増減額

（①�－�②）

平成29年度末

現在高（②）

平成30年度末

現在高（①）
基金の種類

地方債の繰上償還に

ともなう取り崩し
200万円8億4,725万円8億4,925万円財 政 調 整 基 金

地方債の繰上償還に

ともなう取り崩し
6,143万円6億8,951万円7億5,094万円減 　 債 　 基 　 金

ふるさと納税基金の

設置
7,965万円36億7,746万円37億5,710万円

その他特定目的基金

（15種類 ）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

　
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
拳
ノ
川
）

蕁

５
５
―

７
３
７
３

※
２９
日
（
火
）
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
前

１１
時
３０
分
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
し
ま
す
。

（
悪
天
候
の
日
は
お
で
か
け
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

・
３
日
（
木
）テ
イ
ラ
ー
と
英
語
で
あ
そ
ぼ
う

・
１７
日
（
木
）
運
動
会

・
２４
日
（
木
）
誕
生
日
会

・
３１
日
（
木
）
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
も
う

　
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時
３０
分

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
運
動
会
に
は
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の

用
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
第
7
回
「
子
育
て
講
座
」

・
１０
日
（
木
）

　
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
「
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
」

　
講
師
　
松
田
裕
佳
さ
ん

　
　
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

※
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の
用
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
日
は
お
電
話
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

・
こ
れ
か
ら
マ
マ
・
パ
パ
に
な
る
人
も

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁

４
３
―

０
５
１
２

　
左
記
の
日
程
で
保
護
者
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
保
護
者
な
ど
が
子
ど
も
と
良
い
関
わ

り
方
を
学
び
な
が
ら
、
日
常
の
子
育
て

の
困
り
ご
と
を
解
消
し
て
、
楽
し
く
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
す
る
保

護
者
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
基

本
的
に
３
回
す
べ
て
の
講
座
に
参
加
で

き
る
方
）

◆
日
時
・
内
容

・
第
１
回
「
行
動
で
み
る
」

　
１０
月

１７
日
（
木
）

・
第
２
回
「
ほ
め
上
手
に
な
る
」

　
１０
月

２９
日
（
火
）

・
第
３
回
「
伝
え
上
手
に
な
ろ
う
」

　
１１
月
８
日
（
金
）

◆
時
間
　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

◆
場
所
　
本
庁
３
階
　
大
会
議
室
１

◆
申
込
締
切
　

１０
月

１５
日
（
火
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
　
　
　
蕁

４
３
―

２
１
２
４

１０
月
の
予
定

上
手
に
ほ
め
て
楽
し
い
子
育
て
講
座
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９
月
１
日
（
日
）
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
よ
る
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
町
内

全
域
で
黒
潮
町
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
訓
練
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難

経
路
や
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
、
防
災

に
関
す
る
知
識
を
各
自
が
高
め
る
目
的

で
、
地
区
の
避
難
場
所
に
避
難
す
る
住

民
避
難
訓
練
の
後
、
各
地
区
で
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
勉
強
会
や
救
護
訓
練
、

防
災
器
具
の
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、
町

民
約
４
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
佐
賀
地
域
で
は
、
訓
練
開
始
前
に
佐

賀
中
学
校
の
生
徒
が
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
を
訪
問
し
、
訓
練
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
訪
問
さ
れ
た
女
性
は
、

中
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
車
椅
子
で

避
難
訓
練
し
、「
足
の
調
子
が
良
く
な

い
の
で
助
か
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
横
浜
地
区
で
は
、
被
災
後
に
１
次
避

難
所
と
な
る
「
黒
潮
町
通
所
介
護
事
業

所
鹿
島
ケ
浦
」
と
福
祉
避
難
所
と
な
る

「
か
し
ま
荘
」
を
住
民
ら
が
見
学
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
避
難
時
に
各
部
屋
を

ど
う
利
用
す
る
か
な
ど
を
確
認
し
、
そ

の
後
、
避
難
所
運
営
に
あ
た
り
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
村
越
豊
年
区
長
は
、「
今
日
見
学

し
た
こ
と
で
安
心
で
き
る
部
分
も
増
え

た
と
思
う
。
ま
ず
は
タ
ワ
ー
に
逃
げ
る

な
ど
命
を
守
り
、
避
難
所
で
は
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
し
て
助
け
合
う
と
い
う

こ
と
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
１８
日
（
水
）
、
田
ノ
口
小
学
校
の

４
年
生
９
名
が
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
授
業
は
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
と
し
て
、
陸
か
ら
の
景
色
だ

け
で
な
く
「
海
か
ら
み
る
黒
潮
町
」
を

目
に
す
る
こ
と
で
、
見
え
る
景
色
が
変

わ
る
こ
と
を
実
感
し
、
学
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
町
教
育
員
会
が
主
催
し

ま
し
た
。

　
９
月
５
日
（
木
）
に
は
、
児
童
ら
が
砂

浜
美
術
館
を
訪
問
し
、
担
当
者
に
ク
ジ

ラ
に
つ
い
て
質
問
す
る
な
ど
し
て
事
前

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
船
は
入
野
漁
港
か
ら
１
時
間
３０
分
ほ

ど
沖
に
進
み
、
鳥
山
な
ど
を
目
当
て
に

児
童
ら
は
目
を
凝
ら
し
な
が
ら
ク
ジ
ラ

な
ど
を
探
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
ハ
ジ
ィ
フ
琉
馬
さ
ん
は
、

「
ク
ジ
ラ
は
見
ら
れ
な
く
て
残
念
だ
っ

た
け
ど
、
ト
ビ

ウ
オ
が
た
く
さ

ん
見
え
た
。
海

か
ら
見
た
黒
潮

町
は
砂
浜
が
長

く
て
、
と
て
も

き
れ
い
だ
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
８
月
３１
日
（
土
）
・
９
月
１
日
（
日
）
の

２
日
間
、
岡
山
県
に
本
部
を
置
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
認
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
の
中
学
高
校
生
会

１４
名
が
黒
潮
町
を
訪
問
し
、
町
内
の
中

高
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
同
取
組
は
、
町
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
「
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
支
援
に
関
す
る

協
定
」
を
結
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
災
害
が
起
き
る
前
か
ら
交
流
を

持
と
う
と
平
成
２９
年
か
ら
実
施
さ
れ
、

今
回
が
３
回
目
で
す
。

　
初
日
は
佐
賀
中
・
大
方
中
・
大
方
高

校
の
代
表
１５
名
が
参
加
し
、
生
徒
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
へ
の
取
組
に
つ
い
て

発
表
し
た
り
、
防
災
食
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
２
日
目
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
メ
ン
バ
ー
が
浜
の
宮
地
区
の
総
合

防
災
訓
練
に
参
加
し
、
避
難
経
路
の
確

認
や
炊
き

出
し
訓
練

な
ど
を
通

し
生
徒
や

住
民
ら
と

交
流
を
図

り
ま
し
た
。

　

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

令
和
元
年
度
黒
潮
町
総
合
防
災
訓
練

田
ノ
口
小
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
授
業

心肺蘇生法講習（入野本村地区） 避難所での話し合い（横浜地区）
避難のサポートをする
中学生（町分地区）

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
中
高
生
の
交
流

出港直後の児童ら

防災食作りを体験する生徒ら

ア

ム

ダ
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８
月

１８
日
（
日
）
、
高
知
県
教
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
科
学
の
甲
子
園

ジ
ュ
ニ
ア
高
知
県
大
会
」
に
大
方
中
学

校
が
出
場
し
、
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
中
学
生
を
対
象
に
、
理
科

や
数
学
な
ど
の
探
求
的
な
課
題
に
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
科
学

の
楽
し
さ
や
科
学
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義

を
実
感
し
、
学
習
意
欲
や
判
断
力
な
ど

の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
県
教
育
委
員

会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
６
人
１
チ
ー

ム
で
、
筆
記
・
実
技
競
技
に
取
り
組
み
、

課
題
を
分
担
・
相
談
し
な
が
ら
解
決
し
、

成
果
を
競
い
合
い
ま
す
。

　
大
方
中
は
、
理
科
教
科
委
員
２
年
の

松
岡
優
乃
介
さ
ん
を
中
心
に
選
抜
さ
れ

た
６
名
が
幡
多
地
域

２５
チ
ー
ム
の
代
表

と
し
て
同
大
会
に
出
場
し
、
成
果
を
上

げ
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
、「
問
題
は
難
し

か
っ
た
け

ど
、
銀
賞

は
嬉
し
い
。

最
高
の
結

果
に
な
っ

た
」
と
喜

び
を
話
し

ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
な
で
し
こ
ひ
ろ
ば
黒
潮
ｂ

ｙ
大
方
高
校
」
が
９
月
８
日
（
日
）
、
土

佐
西
南
大
規
模
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
、

１４
名
の
小
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）
が
国
内
に
お
け
る
女
子
サ

ッ
カ
ー
の
普
及
を
め
ざ
し
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
８

月
１２
日
（
月
）
に
続
き
町
内
で
２
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
高
知
県
出
身
で
、
現
在
は

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
堺
レ
デ
ィ
ー
ス
監
督
の

岡
本
三
代
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
指
導
者
を
務

め
ま
し
た
。
岡
本
さ
ん
は
、「
地
元
で

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
ほ
し
い
。
今
回
が

そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
あ
い
さ

つ
を
し
、
簡
単
な
準
備
運
動
の
後
、
ボ

ー
ル
の
蹴
り
方
や
止
め
方
な
ど
を
優
し

く
簡
単
な
言
葉
で
指
導
し
ま
し
た
。

　
高
知
市
か
ら
参
加
し
た
児
童
は
、「
岡

本
さ
ん
は
、
同
じ

目
線
に
立
っ
て
指

導
し
て
く
れ
た
の

で
と
て
も
わ
か
り

や
す
か
っ
た
し
楽

し
か
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
８
日
（
日
）
、
第

２６
回
全
国
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
の
四

国
大
会
が
徳
島
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
で

開
催
さ
れ
、「
Ｆ
Ｃ 

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｏ
８４
」
が
見
事
優
勝
し
、
全
国
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
町
内
出
身
者
な
ど
社

会
人
計

２４
人
で
構
成
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
で
、
週
２
回
ほ
ど
土
佐
西
南
大
規

模
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
都
道
府
県
１

部
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
初
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
と
し
て
出
場
し
た
高
知
県
大
会

で
優
勝
し
、
さ
ら
に
今
回
の
四
国
大
会

を
制
し
ま
し
た
。

　
久
保
田
聖
也
監
督
は
、「
全
国
大
会

に
は
強
い
チ
ー
ム
が
多
い
と
思
う
。
ま

ず
は
１
勝
し
、
ベ
ス
ト
８
を
め
ざ
し
た

い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
全
国
大

会
は
、

１０

月
２６
日（
土
）

か
ら
福
井

県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
で
大
方
中
が
銀
賞

Ｊ
Ｆ
Ａ
な
で
し
こ
ひ
ろ
ば
黒
潮
ｂ
ｙ
大
方
高
校

Ｆ
Ｃ 

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
84
四
国
大
会
優
勝

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

守備の指導をする岡本監督（写真左）

出場した生徒ら

優勝を喜ぶ選手ら

テイラー・アレン

Taylor Allen
テイラーさんは翻訳、通訳、文化紹介、英語のレクチャー、お菓子作り教室などさまざまな場面で活動予定。

ご要望は、右記までお問い合わせください。  　　　　　　　　〇お問い合わせ　本庁 教育委員会 生涯学習係　蕁43－0044

Hello！ My name is Taylor Allen. I'm from America and I came to Kuroshio Town to work as a CIR 
（Coordinator for International Relations）. In my hometown, there are a lot of golf courses, but you can't 
see the ocean, so I'm very happy that I am able to work in such a beautiful place so close to the sea. 
Unfortunately, I don't surf, but I do like to play soccer and go bike riding. Please say “hi” if you see me 
around town！ I'm looking forward to doing cultural exchange events with you.

新しい「ＣＩＲ（国際交流員）」を紹介します

　アメリカのサン・フランシスコから国際交流員として黒潮町に来ました。私の出身地にはゴルフ場が多

いですが海が見えません。黒潮町はとてもきれいで、海に面するところで仕事ができて嬉しいです。私は、

残念ながらサーフィンをしませんが、サッカーをすることや自転車に乗ることが好きです。今後、町内で

私を見かけたら、ぜひ声をかけてください。皆さんとの交流を楽しみにしています。よろしくお願いします。
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気
持
ち
が
こ
も
っ
た
校
庭

 
今
年
の
愛
校
作
業
は
、
私
た
ち
６
年
生
は
溝

上
げ
で
し
た
。
溝
は
草
も
所
々
た
く
さ
ん
生
え

て
い
て
、
校
庭
の
土
も
１
年
の
間
に
い
っ
ぱ
い

た
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
私
は
溝
に
降
り

て
草
を
引
き
ま
し
た
。
少
し
深
く
て
、
中
に
入

る
の
は
嫌
な
気
が
し
た
け
ど
、
き
れ
い
に
す
る

こ
と
を
優
先
し
ま
し
た
。
１
本
１
本
引
き
や
す

く
、
草
が
な
く
な
る
と
い
よ
い
よ
土
あ
げ
で
す
。

重
く
て
水
分
も
混
じ
っ
て
い
た
の
で
、
す
く
っ

て
か
ら
上
に
あ
げ
る
の
が
と
て
も
力
が
い
り
ま

し
た
。
５
・
６
年
で
協
力
し
て
全
部
取
っ
た
後

は
、
す
ー
っ
と
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
。
１

年
生
の
ひ
よ
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
が
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
持
っ
て
き
て
大
木
を
だ
ん
だ
ん
切
っ

て
い
て
、
プ
ロ
の
か
っ
こ
よ
さ
に
見
と
れ
ま
し

た
。
大
人
も

汗
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
自

分
た
ち
の
手

で
汗
を
流
し

な
が
ら
協
力

し
て
き
れ
い

に
す
る
こ
と

は
心
に
い
い

と
思
い
ま
し

た
。
　
　
　

　
　

（
上
川
口
小
学
校
　
６
年
　
菅
　
凜
汐
）

最
高
に
楽
し
い
１
日

　
今
日
は
、
学
校
の
み
ん
な
で
近
く
の
伊
与
木

川
へ
行
き
、
竹
で
作
っ
た
い
か
だ
で
遊
び
ま
し

た
。

　
高
知
大
学
の
お
兄
さ
ん
た
ち
も
一
緒
で
し
た
。

ウ
キ
ウ
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
の
１
日
で
し
た
。

　
い
か
だ
を
さ
お
で
こ
ぐ
た
び
に
、
川
の
水
が

深
く
な
っ
て
色
も
こ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
泳
ぎ
た
く
な
り
川
へ
飛
び
こ
み
ま
し

た
。
水
が
冷
た
く
て
、
と
て
も
気
持
ち
が
よ
か

っ
た
で
す
。
み
ん
な
も
一
緒
に
泳
ぎ
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
初
め
て
い
か
だ
下
り
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
川
で
遊
ぶ
の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
み
ん
な
も
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

拳
ノ
川
に
は
と
て
も
き
れ
い
な
川
や
山
が
あ
っ

て
、
ぼ
く

は
す
ご
く

う
れ
し
い

で
す
。

　
自
然
の

中
、
最
高

の
夏
休
み

に
な
り
ま

し
た
。
み

ん
な
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

（
拳
ノ
川
小
学
校
　
４
年
　
大
砂
　
銀
慈
）

り

お

か
ん

ぎ
ん

じ

す
な

お
お

ま
な

か

よ
し

だ

カ
ツ
オ
マ
イ
ス
タ
ー
へ
の
挑
戦

　
佐
賀
中
学
校
で
は
中
学
３
年
生
５
名
が
カ
ツ

オ
マ
イ
ス
タ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
１
回
目
の
練
習
を
終
え
た
時
に
私
が
思
っ
た

こ
と
は
、
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り
は
と
て
も

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
カ
ツ
オ
の

頭
を
切
り
落
と
す
こ
と
が
一
番
難
し
く
感
じ
ま

し
た
。
力
を
入
れ
て
も
硬
く
て
な
か
な
か
切
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
お
じ
さ

ん
が
や
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
切
る
こ
と
が
で
き
て

い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
私
も
早
く
コ
ツ
を
つ

か
ん
で
、
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
背
骨
と
身
を
切
り
離
す
と
こ
ろ
は
う
ま
く
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
尾
の
付
け
根
か
ら
お
腹
ま

で
一
気
に
切
り
込
む
こ
と
で
、
キ
レ
イ
に
は
が

れ
る
の
で
と
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。
最
後
の

タ
タ
キ
に
す
る
と
き
、
は
じ
め
は
カ
ツ
オ
の
身

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、「
あ
ま
り
力
を
入

れ
ず
に
ス
ー
ッ
と
手
前
に
引
け
ば
上
手
に
切
れ

る
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
後
か
ら
、
き
れ
い
に
切
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
何
回
か
練
習

が
あ
る
の
で
１
人
で
き
れ
い

に
タ
タ
キ
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
３
年
　
鐡
田
　
愛
華
）

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。
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りよだ校学

 
 

◆
は
じ
め
に

　
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
５

月
１
日
よ
り
新
元
号
「
令
和
」
が

施
行
さ
れ
、
新
時
代
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
伊
与

喜
小
学
校
に
と
っ
て
も
変
革
の

時
期
を
迎
え
た
重
要
な
年
で
、

新
入
生
を
迎
え
な
い
ま
ま
の
、

昨
年
度
よ
り
５
人
少
な
い
児
童

数
１０
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
学
級
数
は
、
単
式
学
級
が
１

つ
、
複
式
学
級
が
２
つ
、
特
別

支
援
学
級
（
今
年
度
か
ら
設
置
）

が
１
つ
の
４
学
級
と
な
り
、
教

職
員
は
１
名
増
加
の
７
名
で
教

育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
児

童
数
減
少
に
と
も
な
っ
て
家
庭

数
も
年
々
減
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
精
選
や
見

直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

状
況
で
す
が
、
保
護
者
な
ら
び

に
地
域
全
体
が
と
て
も
協
力
的

で
温
か
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
各
種
行
事
や
学

習
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、
歩

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標
　

「
未
来
に
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
た
児
童
の
育
成
」

◆
小
規
模
校
の
良
さ
を
生
か
し

た
取
組

　
本
校
の
強
み
は
、「
目
が
行
き

届
く
」
で
あ
り
、
全
教
職
員
が

児
童
に
寄
り
添
え
る
こ
と
で
す
。

チ
ー
ム
伊
与
喜
と
し
て
、
す
べ

て
の
教
育
活
動
を
、
よ
り
弾
力

的
で
効
率
的
な
活
動
に
つ
な
げ

な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

〈
具
体
的
な
取
組
〉

○
複
式
教
育
の
充
実

　
２
つ
の
学
年
が
同
じ
教
室
で

学
習
を
行
う
た
め
、
１
時
間
の

学
習
の
中
で
、
教
師
が
直
接
児

童
に
か
か
わ
る
「
直
接
指
導
」
の

時
間
と
、
メ
ニ
ュ
ー
カ
ー
ド
を

も
と
に
児
童
自
身
で
主
体
的
に

学
び
合
う
「
間
接
指
導
」
の
時
間

が
あ
り
ま
す
。
間
接
指
導
の
時

間
は
、
児
童
が
主
体
的
・
協
働

的
に
学
び
合
い
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
大
切
な
時
間
で
、
複
式

授
業
な
ら
で
は
の
プ
ラ
ス
面
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

校
内
研
修
に
お
い
て
積
極
的
に

講
師
招
聘
を
行
い
、
授
業
改
善

へ
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
基
礎
学
力
の
定
着

　
１
日
の
日
課
の
中
に
、
放
課

後
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

全
児
童
が

３０
分
間
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
国
語
と
算
数
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
に
、

復
習
が
中
心
で
、
基
礎
学
力
の

定
着
を
図
る
貴
重
な
時
間
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の

読
書
活
動
や
読
書
量
の
目
標
設

定
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
読
書
の
選
定

や
読
書
し
た
こ
と
へ
の
評
価
活

動
、
家
庭
読
書
へ
の
取
組
な
ど
、

文
章
に
親
し
む
取
組
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
家
庭
学
習
に
、
復
習

に
限
ら
ず
予
習
の
内
容
を
取
り

入
れ
て
、
次
の
日
の
授
業
を
意

識
さ
せ
る
取
組
も
行
っ
て
い
ま

す
。

○
心
の
教
育
の
充
実

　
人
権
教
育
・
道
徳
教
育
を
核

に
、
心
の
教
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
特
に
日
々
の
授
業
の
中

で
、
と
も
に
認
め
合
え
る
場
を

心
が
け
て
設
定
す
る
こ
と
で
、

自
尊
感
情
を
高
め
る
手
立
て
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
行

事
や
体
験
活
動
に
よ
る
集
団
づ

く
り
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。

　
毎
月
定
期
的
に
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
お
よ
び
ス

ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
を
交

え
た
校
内
支
援
会
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
児
童
の
よ
り
よ
い
支

援
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

○
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

　
年
間
を
通
し
た
業
間
運
動
へ

の
取
組
、
体
育
の
授
業
の
工
夫
、

外
遊
び
の
奨
励
、
生
活
調
べ
に

よ
る
基
本
的
生
活
習
慣
の
啓
発

活
動
、
徒
歩
に
よ
る
集
団
登
下

校
、
児
童
会
に
よ
る
放
課
後
遊

び
の
計
画
と
実
施
な
ど
の
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
実
践

　
低
学
年
か
ら
地
域
に
出
向
き
、

「
出
会
い
、
触
れ
合
い
」
の
学
習

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
中
学

年
に
な
る
と
、
そ
れ
よ
り
さ
ら

に
進
み
、
地
域
活
動
に
参
加
し

て
交
流
す
る
「
出
会
い
、
繋
が
る
」

と
い
う
活
動
に
つ
な
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
高
学
年
で
、
地
域
を

「
深
く
見
つ
め
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
」
を
考
え
る
活
動
へ
と

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
す

べ
て
の
活
動
は
、
地
域
の
方
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
で

す
。
故
郷
に
対
す
る
愛
情
と
誇

り
を
持
ち
、
故
郷
に
対
し
て
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
実

行
で
き
る
児
童
を
育
成
す
る
た

め
に
も
、
学
校
・
保
護
者
・
地

域
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

　
昨
年
度
よ
り
、
全
児
童
に
よ

る
話
し
合
い
活
動
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

学
年
の
枠
を
超
え
て
主
体
的
・

協
働
的
な
活
動
場
面
を
増
や
す

こ
と
で
、
集
団
の
中
で
の
表
現

力
や
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、

伊
与
喜
家
の
絆
を
深
め
た
い
と

考
え
て
い
る
た
め
で
す
。
今
後

も
、「
今
日
も
１
日
楽
し
か
っ
た

ね
。
明
日
も
早
く
学
校
に
行
き

た
い
ね
」
と
思
え
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

校
長
　
川
村
　
美
香

「
未
来
に
生
き
る
力
を

　
身
に
つ
け
た
児
童
の
育
成
」

伊
与
喜
小
学
校
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◆
は
じ
め
に

　
本
年
度
は
新
入
生
４
名
を
迎

え
、
全
校
児
童

３８
名
、
教
職
員

９
名
の
４
学
級
編
成
（
１
・
２

年
生
と
５
・
６
年
生
複
式
）
で

教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
学
校
教
育
目
標

を
わ
か
り
や
す
く
、「
本
気
　
根

気
　
元
気
〜
主
体
的
に
行
動
し
、

根
気
強
く
続
け
、
元
気
で
優
し

い
児
童
の
育
成
〜
」
と
し
、「
知
」
、

「
徳
」
、「
体
」
を
中
心
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援
す
べ

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
学
力
向
上
に
向
け
て
の
取
組

　
研
究
主
題
を
「
主
体
的
・
対

話
的
に
学
び
あ
う
児
童
の
育
成
」

と
し
、
算
数
科
を
通
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、「
小
規
模
・
複
式

校
に
お
け
る
授
業
改
善
・
特
色

あ
る
教
育
課
程
推
進
事
業
」
の

指
定
を
三
浦
小
学
校
と
の
合
同

で
受
け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
主
体
的
に
学
習
で

き
る
授
業
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

○
ノ
ー
ト
指
導

○
復
習
予
習
の
位
置
付
け
（
高

学
年
）

○
週
末
プ
リ
ン
ト
の
実
施

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
授
業
の
実
施

○
週
３
日
の
放
課
後
学
習
で
の

基
礎
学
力
定
着
を
図
る

　
本
年
度
は
特
に
、
ノ
ー
ト
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
田

ノ
口
ス
タ
イ
ル
」
と
称
し
、
見

開
き
２
ペ
ー
ジ
で
、
授
業
の
流

れ
と
思
考
が
わ
か
る
よ
う
に
、

ゆ
っ
た
り
と
記
入
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
予
習
で
は
ノ
ー
ト

に
次
の
日
の
日
付
と
問
題
文
を

必
ず
書
き
、
余
白
に
は
、
吹
き

出
し
や
カ
ラ
ー
ペ
ン
で
の
書
き

込
み
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
マ
ー

ク
を
使
っ
た
振
り
返
り
を
行
う

な
ど
、
復
習
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
成
果
は
す
ぐ
に
出
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
小

さ
な
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
根
気

強
く
取
り
組
む
こ
と
で
向
上
し

ま
す
。
地
道
な
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
読
書
活
動
の
推
進

　
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
読
書

生
活
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
読
書

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
校

図
書
館
を
中
心
に
、
廊
下
に
も

図
書
を
並
べ
、
新
刊
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
毎
年
選
書
会

を
開
き
、
子
ど
も
た
ち
の
お
気

に
入
り
の
本
を
購
入
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
読
書

手
帳
を
作
り
、
難
し
い
本
に
も

挑
戦
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
日
に
は
、
３
名
の

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
読
み
聞

か
せ
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

ど
の
学
年
も
本
を
読
ん
で
も
ら

う
の
が
大
好
き
で
夢
中
に
な
っ

て
お
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
本

好
き
の
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◆
田
ノ
口
小
と
言
え
ば
上
林
暁

　
本
校
は
偉
大
な
私
小
説
家
の

上
林
暁
の
母
校
で
す
。
学
校
の

入
り
口
に
は
「
努
力
の
碑
」
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
の
中

に
も
上
林
暁
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
作
品
の
中
に
は
田
の
口

の
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。
総
合

的
な
学
習
の
中
で
、
上
林
暁
の

こ
と
を
調
べ
た
り
、
作
品
の
中

に
描
写
さ
れ
て
い
る
昔
の
田
の

口
の
様
子
や
風
景
な
ど
も
調
べ

た
り
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
、
読
書
祭
り
を
「
暁

祭
り
」
と
し
、
大
先
輩
・
上
林

暁
を
子
ど
も
た
ち
の
心
に
浸
透

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
町
で
は
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

校
で
は
、
昨
年
度
よ
り
５
・
６

年
生
が
参
加
し
て
「
サ
ー
フ
ィ

ン
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
見
る
だ
け
だ
っ
た
サ
ー

フ
ィ
ン
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

改
め
て
町
内
の
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ
る
た
め

で
す
。
こ
の
黒
潮
町
の
自
然
を

求
め
て
や
っ
て
く
る
人
々
が
い

ま
す
。
そ
う
い
う
人
を
取
材
し

て
、
外
か
ら
見
る
町
内
の
良
さ

も
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
「
紙
漉
き
」

の
体
験
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
生
産
さ
れ
た
楮
で
和
紙

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
作
っ
た

和
紙
で
卒
業
証
書
を
作
り
ま
す
。

立
派
な
卒
業
証
書
が
で
き
大
満

足
で
す
。
　

　
４
年
生
は
、
町
特
産
の
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
作
り
や
砂
浜
美
術
館
に

つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
今
年
は
、
黒
潮
町
の
海
に

つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い
と
い

う
こ
と
で
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
も
実
施
し
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
ふ
る
さ
と
黒
潮
町
の
自

然
を
も
っ
と
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
。
そ
ん

な
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

りよだ校学

校
長
　
饌
田
　
俊
二

「
本
気
　
根
気
　
元
気
」

田
ノ
口
小
学
校

こ
う
ぞ
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介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116

認知症について

介護保険広報シリーズ　イド介護保険介護保険介護保険 ガ
　認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です。85歳以上の約4人に1人、65歳以上の約10人に1人、最

近では若い方にも見られており、決して特殊な病気ではありません。認知症になっても安心して地域で

暮らせるように、他人の問題ではなく「自分の問題」であるという認識を持ち、認知症を正しく理解し早

めの対応を心掛けることが大切です。

　認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞がダメージを受け、脳の働きに不都合が生じることでさまざ

まな障がいが起こり、生活する上で支障が出ている状態（およそ6カ月以上継続）を言います。

162

◆ 認知症とは

　適切な治療やケアをすることで症状を軽くしたり、進行を遅らせたりできる場合がありますので、早

めにかかりつけ医や専門医（もの忘れ外来、老年内科、精神科、神経科など）の受診をおすすめします。

◆ 病気として理解し「早期発見・早期治療」を心掛ける

◎こんなことはありませんか

　・物を置いた場所がわからなくなる　　　　・同じ質問を何度もする

　・薬をきちんと飲めなくなった　　　　　　・服装など身の回りのことに無頓着になる

　・興味が薄れ、意欲がなくなる　　　　　　・日付や簡単な計算がわからない

◎適度な運動をしましょう

　ウォーキングや体操などの運動を

　継続的に行いましょう。

　食事に気をつけ、バランスの良い食生活を送りましょう。また、運動や趣味を楽しんだり、仲間との

付き合いや社会活動で生活にメリハリをつけることで、脳の働きが活発になります。

◆ 認知症の予防につながる習慣

　地域包括支援センターは、高齢者の総合相談窓口です。認知症についての相談も受け付けています。

お近くの認知症サポート医や利用できる医療・介護サービスを紹介するなど、認知症高齢者を支援して

います。

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 地域包括支援センター　蕁43－2240

◆ 地域包括支援センターにご相談ください

　来月佐賀地域で開催される「黒潮町民大学第4講座」は認知症がテーマです。ぜひご参加ください。

【講師】和田　行男さん　【テーマ】「認知症はみんなで支えあう～注文をまちがえる料理店から～」

【日時】11月30日（土）午前10時～（午前9時30分開場）　【場所】総合センター　大ホール

◆ 認知症への理解を深めるために

◎食生活に気をつけましょう

　塩分は控えめに、お酒はほどほどにし、バラ

　ンスの良い食事を心掛けましょう。

◎人と積極的に交流しましょう

　地域の活動や介護予防教室に参加

　してみましょう。

◎生活を楽しみましょう

　本を読んだり趣味に取り組んだり、さまざま

　な活動を通して生活を楽しみましょう。
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大方地域

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（水）
9：30～10：30

であいの里蜷川蜷 川 健 康 相 談

17日（木） 下田の口コミュニティーセンター下 田 の 口 健 康 相 談

18日（金） 10：00～11：00入野本村集会所入 野 本 村 健 康 相 談

※07：30～09：00肺 が ん 検 診

※08：00～09：00胃 が ん 検 診

19日（土）
※08：00～09：30

大腸がん検診（容器配布）
※13：00～14：00

土佐西南大規模公園体育館

※08：30～09：30
特 定 健 診

※13：00～13：30

21日（月） ※09：30～10：30地域子育て支援センター（大方中央保育所内）愛 育 相 談

23日（水） 9：30～10：30浮津集落センター浮 津 健 康 相 談

24日（木）
10：30～11：30上川口浦集会所上 川 口 浦 健 康 相 談

10：00～11：00田野浦避難集会所田 野 浦 健 康 相 談

25日（金） 8：30まで10月19日の配布時にお知らせ大腸がん検診（容器回収）

※07：30～09：00肺 が ん 検 診

※08：00～09：00
三浦小学校体育館

胃 が ん 検 診

※08：00～09：30大腸がん検診（容器配布）

26日（土） ※08：30～10：00特 定 健 診

※13：00～14：00
肺 が ん 検 診

旧馬荷小学校体育館大腸がん検診（容器配布）

※13：00～13：30特 定 健 診

29日（火） 10：00～11：00早咲集会所早 咲 健 康 相 談

30日（水） 9：30～10：30上田の口集会所上 田 の 口 健 康 相 談

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

1日（金） 8：30まで10月26日の配布時にお知らせ大腸がん検診（容器回収）

5日（火） 10：00～11：00伊田浦老人憩の家伊 田 健 康 相 談

6日（水）
個別にお知らせ保健福祉センター乳 児 健 診

9：30～10：30

※09：30～10：30

有井川集会所有 井 川 健 康 相 談

11日（月）
旧馬荷小学校馬 荷 健 康 相 談

地域子育て支援センター（大方中央保育所内）愛 育 相 談

12日（火）
10：00～11：00

錦野集会所錦 野 健 康 相 談

13日（水） 加持本村集会所加 持 本 村 健 康 相 談

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

10
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁

4
3
―

2
8
3
6

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁

5
5
―

7
3
7
3

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

18日（金） 8：50～12：10
総合センターほか6カ所
（詳しくはお問い合わせください）

胸部検診（未受診者対象）

23日（水） 9：30～11：00上分集会所上分ふれあいサロン

28日（月） 10：00～11：00佐賀保育所愛 育 相 談
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血
液
は
栄
養
や
酸
素
の
運
搬
、
免
疫

な
ど
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に

不
可
欠
で
す
。
現
在
、
血
液
の
機
能
を

完
全
に
代
替
で
き
る
手
段
は
な
い
た
め
、

医
療
に
お
い
て
輸
血
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
輸
血
用
血
液

製
剤
な
ど
に
な
り
、
が
ん
（
悪
性
新
生

物
）
や
外
科
手
術
な
ど
に
よ
っ
て
出
血

し
て
い
る
患
者
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
左
記
の
日
程
で
献
血
バ
ス
が
や
っ
て

き
ま
す
。
気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

・
１０
月

１１
日
（
金
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
０
時

３０
分

 
総
合
セ
ン
タ
ー

・
１０
月

２５
日
（
金
）

 
午
前
９
時

３０
分
〜
正
午

 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

 
役
場
本
庁

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―

７
３
７
３

　
高
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

０
８
８
―

８
３
３
―

６
６
６
６

月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

小原外科胃腸科 蕁35－0108

さたけ小児科 蕁37－2255

宿毛市　（0880）

大井田病院 蕁63－2101

清谷医院 蕁63－2302

筒井病院 蕁66－0013

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

10/20（日）

22（火）

27（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 いなげ胃腸科内科 蕁62－111311/3（日）

幡多病院 蕁34－6211 川村内科クリニック 蕁66－29114（月）

小原外科胃腸科 蕁35－0108 大井田病院 蕁63－210110（日）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

■当直医療機関

大西病院 蕁22－1191

献
血
の
お
知
ら
せ

蟋

日 土月 火 水 木 金

1 52 1 2 3 4
午前 日 こどもの日外来診療 外来診療（澤田先生） 即位の日 国民の休日 外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療

外来診療

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

6 127 8 9 10 11
午前 こどもの日 土振替休日 外来診療（石井先生）外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生）

13 1914 15 16 17 18
午前 山の日 土体育の日 外来診療（澤田先生）外来診療（石井先生）外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（池田先生） 外来診療

外来診療

外来診療（矢野先生）
14：00～16：00

262120 22 23 24 25
午前 土秋分の日 即位礼正殿の儀

外来診療（澤田先生）

外来診療（石井先生）外来診療（池田先生）

みどりの日

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（澤田先生）
13：00～15：30（うち会議のため14～15時休診）

外来診療（矢野先生）

保育所内科健診（矢野先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

312827 29 30 31 30
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（石井先生）外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

外来診療（池田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

9：45～10：30

（鈴出張診療所）
11：10～12：30

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

9：45～10：30

（鈴出張診療所）
11：10～12：30

成人の日

建国記念日

国民の休日昭和の日

即位の日 国民の休日 憲法記念日

外来診療（澤田先生）

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～午後5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　10月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所

　　　　　　　 蕁55－7111

・当診療所は予約制です。あらかじめ電話連絡をお願いします。当日の予約受付もできます。    
・医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、ご了承ください。�     
・月曜日のみ診療時間が午後0時30分から午後2時（受付は午後1時50分まで）となっています。
・医師名を記載している日は、高知医療センター内科医師が診療しています。
・特定健診（個別）を随時受け付けています。ぜひご利用ください。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
強
く
、

重
症
化
や
合
併
症
を
招
き
や
す
い
な
ど

注
意
が
必
要
な
感
染
症
で
す
。
例
年
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
連
し
て
１
万
人

前
後
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
方

・
高
齢
者
　
　
・
乳
幼
児

・
妊
婦
　
　
　
・
糖
尿
病

・
慢
性
疾
患
　
・
喘
息

・
慢
性
閉
塞
性
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
な
ど

◆
か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぐ
に
は

●
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
予
防
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
の
た
め
に
有
効
な
手
段
の
１
つ
で

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
す
る
可

能
性
を
減
ら
し
、
も
し
発
症
し
て
も
重

症
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
免
疫

が
で
き
る
ま
で
２
週
間
か
ら
１
カ
月
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。
流
行
す
る
前
に
接
種

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
型
も

変
わ
る
の
で
、
毎
年
定
期
的
に
接
種
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い

流
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

１５
秒
か
ら

３０

秒
か
け
て
せ
っ
け
ん
と
流
水
で
念
入
り

に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
後
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
も
効
果
的
で
す
。

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、
咳
や

く
し
ゃ
み
に
よ
る
飛
沫
で
感
染
す
る
感

染
症
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
、
こ
れ
ら
の
感

染
症
を
ほ
か
の
人
に
感
染
さ
せ
な
い
た

め
に
、
咳
・
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ

ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
服

の
袖
で
口
や
鼻
を
押
さ
え
る
こ
と
で
す
。

・
口
元
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
・

マ
ス
ク
で
覆
わ
な
い
で
咳
や
く
し
ゃ

み
を
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

咳
の
飛
沫
は
１
ｍ
か
ら
２
ｍ
飛
ぶ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
咳
・
く
し
ゃ
み
を
手
で
押
さ
え
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
手
で
触

っ
た
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
周
囲
の
も
の
に

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
、
ほ
か
の
人
に

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。（
接

触
感
染
）

※
マ
ス
ク
の
使
い
方

・
鼻
か
ら
あ
ご
ま
で
隙
間
な
く
覆
い
ま

し
ょ
う
。

・
外
す
と
き
は
マ
ス
ク
に
触
れ
ず
ゴ
ム

ひ
も
を
持
っ
て
外
し
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ス
ク
を
捨
て
た
後
は
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

●
人
混
み
や
イ
ベ
ン
ト
行
事
な
ど
へ
の

外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

●
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
、

適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う

●
十
分
な
休
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
と
り
ま
し
ょ
う

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
と
き
は

　
早
め
に
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
は
、
発
症
か
ら

２
日
以
内
が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き
は
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力

が
と
て
も
強
い
た
め
、
熱
が
下
が
っ
た

後
も
２
日
程
度
は
ほ
か
の
人
に
う
つ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
治
ま
っ

て
も
、
２
日
ほ
ど
は
自
宅
療
養
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

◆
こ
ん
な
症
状
は
重
症
化
の
サ
イ
ン

・
呼
吸
困
難
、
ま
た
は
息
切
れ
が
あ
る

・
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る

・
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

・
症
状
が
長
引
い
て
悪
化
し
て
き
た

・
呼
び
か
け
に
答
え
な
い

・
け
い
れ
ん
し
て
い
る

・
呼
吸
が
速
い
、
苦
し
そ
う

・
顔
色
が
悪
い

※
高
齢
者
は
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
出

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―

７
３
７
３

健

知

袋

康

恵

防
ご
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

インフルエンザ

38℃以上の発熱、強

い倦怠感、のどの痛み、

悪寒、筋肉痛、せき、

疲労感、関節痛など

の全身症状

症
　
　
状

12～3月がピーク

（4～5月まで散発的

に流行することもあ

る）

か　　　ぜ

のどの痛み、せき、

鼻水、くしゃみなど

の局所的症状

１年を通して感染す

る
流
行
時
期
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実施医療機関

対　象　者

県下の医療機関で、10月1日から12月31日まで受けられます。すべての

医療機関が実施しているわけではありませんので、事前に電話などでお問

い合わせしてから受診してください。

黒潮町では下記の医療機関で予防接種を受けられます。

実 施 期 間

予約の必要などがありますので、事前に希望の医療機関に接種日時をご確

認いただき、健康保険証をお持ちのうえ接種を申し出てください。

お申し込み

自己負担金　1,100円

（公的負担で接種できるのは、上記実施期間中1回だけです。）

　※生活保護受給者の方は、免除証明書をお持ちいただければ自己負担金が免除となり

　　ます。免除対象の方は、下記までお問い合わせください。

※被接種者本人の意思確認が最終的にできない場合は、予防接種法に基づいた接種を

　行うことができません。

接種料金

お問い合わせ   本庁 健康福祉課 保健衛生係　　      蕁43－2836

  佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373

実施医療機関

大方クリニック

蕁43－2255

実施期間

10月16日（水）～

12月27日（金）

実施日

月曜日～金曜日

（火曜日・祝日を除く）

受付時間

午　前／8：30～12：00

午　後／1：30～4：00

木曜日／8：30～11：30

佐 賀 診 療 所

蕁55－2037

10月1日（火）～

12月26日（木）

月曜日～金曜日

（祝日を除く）

午　前／8：45～12：00

午　後／1：30～5：00

診療日が不規則となっていますので、電話でお問い

合わせください。

拳ノ川診療所

蕁55－7111

10月1日（火）～

12月27日（金）

高齢者の皆さんへ
インフルエンザの定期予防接種が始まります
高齢者の皆さんへ
インフルエンザの定期予防接種が始まります
高齢者の皆さんへ
インフルエンザの定期予防接種が始まります

黒潮町に住民登録があり、接種当日に次の①・②のいず

れかに該当する方。

①65歳以上の方

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓または呼吸器の機

能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程

度の障がいのある方、ヒト免疫不全ウイルスにより免

疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がい

のある方（身体障害者手帳1級に相当する方）
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～ 無料で受けられる「特定健診」を毎年受診しましょう ～

～ 11月・12月の医療費（領収書）について ～

　町では、5月から10月にかけて地域ごとに集団健診を実施しています。

　本年度の集団健診は残り2回となりました。まだ受診していない場合は、10月の集団健診

を受診していただくか、医療機関などでの個別健診（人間ドッグを含む）の受診をお願いしま

す。ただし、特定健診を取り扱う医療機関は限られていますので、詳しくは国保係までお問い

合わせください。

■対　象　者　40歳から74歳までで黒潮町国保に加入している方

　　　　　　（妊産婦・長期入院などの場合を除く）　　

■受診期間　令和2年3月31日まで（令和2年4月1日からは次年度になります）

■受診場所（集団健診）

■受診に必要なもの　①保険証　　②特定健診受診券　　③問診票　

※特定健診受診券と問診票は、毎年お住まいの地域の集団健診の日程

に合わせて2～3週間前をめどに発送しています。紛失の場合は再発

行しますので国保係までご連絡ください。

■個人負担金

　無料（人間ドックの差額分は自己負担）。ただし、年度中に2回以上受診した場合、2回目以

降は個人負担（実費）となりますので注意してください。

※20歳から39歳までの国保加入者を対象とした個人負担金無料の「若者健診」も実施しています。

　上記の集団健診会場で受診できますので、若者健診受診券と問診票、保険証をお待ちください。

ご自身の健康状態を知るためにも年に1回の特定健診を必ず受診しましょう

日にち 場　　　所 受付時間

10月19日（土） 土佐西南大規模公園体育館
午前8時30分～午前9時30分

午後1時～午後1時30分

10月26日（土）
三浦小学校体育館

旧馬荷小学校体育館

午前8時30分～午前10時

午後1時～午後1時30分

※個別健診は「特定健診を取り扱う医療機関」または「人間ドック実施機関」で受診できます。

　所得税の確定申告について医療費控除の適用を受ける場合に、必要な提出書類の簡略化が

図られています。これにより、「医療費通知」を確定申告書に添付すると、「医療費控除の明細書」

の記載が不要となります（医療費控除できるのは、前年1月から12月までに実際に支払った医

療費に限られます）。

　確定申告開始前に届く「医療費通知」には10月までの医療費しか記載されていませんので、

11月・12月の医療費については、領収書をもとに「医療費控除の明細書」を別途記入して、医

療費控除を受けることになります。

　医療費控除の適用を受けるために、11月・12月の医療費の領収書は大切に保管しておき

ましょう。
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後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ

○お問い合わせ　本庁 住民課 国保係　　　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　佐賀支所  地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112  

歯 科 健 康 診 査
後期高齢者医療の被保険者の方は、年1回 無料で受診できます。

※治療が必要な場合は、別途費用がかかります。

　皆さんの歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態などをチェックし、口腔機能低

下による誤嚥性肺炎などを予防するため、歯科健康診査を実施します。皆さんのお口
の健康状態を知る良い機会となりますので、後期高齢者の特性に合わせた歯科健診を受診しま

しょう。　なお、健診結果は保健指導などに活用しますので、ご了承ください。

ご えん せい

歯科健診実施期間

10月1日～令和2年2月29日

健　診　結　果

受診した歯科医院で、医師より健診当日に説明

「むし歯」、「歯周病」、「噛み合わせ」、「噛む力」などのお口の健康状態が、日々の食生活だけで

なく、認知機能の低下や生活習慣病などに影響を及ぼす恐れがあります。

お口の健康チェックで、健やかな体づくりにつなげましょう。

を受けましょう。を受けましょう

受　診　方　法

①受診希望の方は、下記までお申し込みください。
※昭和18年4月1日～昭和19年3月31日生まれの方および前年度後期高齢者医療の歯科健
診を受診した方は、受診券を事前発送しますので、申込の必要はありません。
※長期入院の方や施設などへ入所中の方は対象外です。
②対象者であることを確認した後に、「受診券」、「問診票」、「実施機関一覧表」をお送りします。
③一覧表にある歯科医院に電話し、健診の予約をしてください。
④次のものを持って、健診を受けてください。（保険証・受診券・問診票・入れ歯・お薬手帳）
※重複受診が判明した場合は、健診費用を請求させていただきますので、ご了承ください。

　2つ以上の病院などの医療機関からお薬が出ていると、同じ効果のお薬があっ

たり、飲み合わせが悪いなどの問題が起こることがあります。

　後期高齢者医療被保険者の方で、同じ時期に2つ以上の医療機関を受診し、多くの種類のお薬

が出ている方には、「お薬情報のお知らせ」を発送しています。

　お知らせが届いた方は、かかりつけの薬局や医療機関に「お知らせ」をお持ちの上ご相談
ください。

「お薬情報のお知らせ」をお届けしています



澣広報くろしお  №163　2019（令和元）年10月号

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
160

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

ブロック塀を点検しましょう

◆ ブロック塀の点検のチェックポイント

　ブロック塀について以下の項目を点検し、1つでも不適合があれば危険な

ので改善しましょう。

　まず外観で1～5をチェックし、1つでも不適合がある場合やわからないこ

とがあれば、専門家に相談しましょう。

□ 1．塀は高すぎないか

　　   塀の高さは地盤から2.2m以下か。

□ 2．塀の厚さは十分か

　　   塀の厚さは10cm以上か。

　　　（塀の高さが2m超2.2m以下の場合は

　　   15cm以上）

□ 3．控え壁はあるか

        （塀の高さが1.2m超の場合）

塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の高さ

の1/5以上突出した控え壁があるか。

□ 4．基礎があるか

　　   コンクリートの基礎があるか。

□ 5．塀は健全か

　　   塀に傾き、ひび割れはないか。

□ 6．塀に鉄筋は入っているか

　　   ＜専門家に相談しましょう＞

塀の中に直径9mm以上の鉄筋が、縦

横とも80cm間隔以下で配筋されてお

り、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、

横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされて

いるか。

　　   基礎の根入れ深さは30cm以上か。

　　   （塀の高さが1.2m超の場合）

ひび割れ

鉄筋

高さ

厚
さ

控え壁

根入れ

パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本

建築防災協会　2013.1 より一部改正

出典：

□ 1．塀の高さは地盤から1.2m以下か

□ 2．塀の厚さは十分か

□ 3．塀の長さ4m以下ごとに、塀の厚さの1.5

　　　倍以上突出した控え壁があるか

□ 4．基礎があるか　　

□ 5．塀に傾き、ひび割れはないか

□ 6．基礎の根入れ深さは20cm以上か

　　　＜専門家に相談しましょう＞

組積造の塀の場合
（れんが造、石造、鉄筋のないブロック造）

　点検の結果、危険性が確認された場合は、建築士や専門業者に相談し、速やかに付近通行

者への注意表示、補修、撤去などの対応をお願いします。

　また、避難路に面した危険性のあるブロック塀の撤去などについては、補助制度（補助額

最大30万円）があります。

　　　　○お問い合わせ　本庁 情報防災課 南海地震対策係 　 　蕁43－2188

　　　　　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第1係　蕁55－3113

　平成30年6月18日に発生した大阪府北部地震では、ブロック

塀の倒壊による死亡事故がありました。国土交通省において、ブ

ロック塀の安全対策のためのチェックポイントを作成しましたので、塀の所有

者は下記を参考に、ブロック塀の安全点検をお願いします。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基

準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本
年

金
機
構（
年
金
事
務
所
）が
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

◆
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

で
以
下
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方

・
６５
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
ほ
か
の
所
得
額

の
合
計
が
約

８８
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◆
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
で
以
下
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方

・
前
年
の
所
得
が
約
４
６
２
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
手
続
き
が
必
要

で
す
。

【
手
続
き
に
つ
い
て
】

①
平
成

３１
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方

　
対
象
に
な
る
方
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
を
順
次
送

付
し
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成

３１
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を

受
給
し
始
め
た
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
あ
わ
せ
て
年

金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請
求

で
お
困
り
に
な
っ
た
時
は
、
左
記
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

蕁

０
５
７
０
―

０
５
―

４
０
９
２

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
に
は
年
金
手
帳
（
年
金
証
書
）
や

運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
相
談
さ
れ
る

場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆
日
時
　

１０
月

１７
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
　

◆
場
所
　
佐
賀
支
所 

１
階
町
民
室

　
予
約
は
、
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料

な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―

１
６
１
６

　
解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
賃
金
未
払
い
と

い
っ
た
職
場
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
を

対
象
に
、
国
や
県
な
ど
の
労
働
相
談
機

関
な
ど
が
合
同
で
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社

会
保
険
労
務
士
と
い
っ
た
専
門
家
が
面

談
ま
た
は
電
話
に
て
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
事
業
主
の
方
も
相
談
で
き
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
１０
月

１８
日（
金
）
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所

　
高
知
県
庁 

北
庁
舎

（
高
知
市
丸
ノ
内
２
―

４
―

１
）

※
受
付
は
４
階
の
高
知
県
労
働
委
員
会

事
務
局
で
行
い
ま
す
。

◆
電
話
で
の
ご
相
談

蕁

０
８
８
―

８
２
１
―

４
６
６
１

 
（
当
日
専
用
）

※
相
談
は
事
前
予
約
優
先
、
先
着
順
で

す
。
予
約
は

１０
月

１７
日
（
木
）
正
午
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
同
事
務
局
で
は
随
時
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
労
働
委
員
会
事
務
局

蕁

０
８
８
―

８
２
１
―

４
６
４
５

令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
注
意

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

無
料
合
同
労
働
相
談
会
開
催

年
金
相
談
の
ご
案
内

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

１０
月
5
日
か
ら

高
知
県
最
低
賃
金
は
、

１
時
間 
7
9
0
円
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
労
働
局 
賃
金
室

　 

　
蕁

０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
２
４

 
四
万
十
労
働
基
準
監
督
署

　 

　
蕁

３
５
―

３
１
４
８
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皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
予

約
不
要
で
料
金
は
無
料
で
す
。
安
心
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
・
場
所

・
１０
月

１５
日
（
火
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー（
こ
ぶ
し
２
階
）

・
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

　
鈴
地
区
漁
民
研
修
施
設

・
１０
月

１８
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

 
馬
荷
老
人
憩
の
家

・
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
は
、
配
偶
者
や
恋
人
に
対
す

る
身
体
や
心
へ
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。

身
体
的
な
暴
力
や
言
葉
で
の
暴
力
の
ほ

か
に
も
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
外
出

を
制
限
す
る
こ
と
な
ど
も
Ｄ
Ｖ
に
あ
た

り
ま
す
。
子
ど
も
の
目
の
前
で
行
わ
れ
る

Ｄ
Ｖ
は
、
児
童
虐
待
に
も
あ
た
り
ま
す
。

　
今
、
Ｄ
Ｖ
で
苦
し
ん
で
い
る
あ
な
た
、

回
り
で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
知
っ
て
い

る
あ
な
た
、
１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
人
権
文
化
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
黒
潮
町
人

権
教
育
推
進
講
座
」
を
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
人
権
文
化
ゆ
た
か
な

黒
潮
町
、
差
別
の
な
い
明
る
い
黒
潮
町

を
め
ざ
し
、
人
権
教
育
推
進
講
座
を
計

画
的
、
系
統
的
に
実
施
し
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
受
講
生
自

ら
が
「
気
づ
き
」
、「
考
え
」
、
地
域
、
職

場
、
家
庭
な
ど
で
「
行
動
す
る
」
こ
と

を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
次
の
内
容
で
、
多
彩
な
講

師
を
お
招
き
し
て
実
施
し
ま
す
。
事
前

申
し
込
み
の
い
ら
な
い
オ
ー
プ
ン
講
座

も
あ
り
ま
す
。
住
民
の
方
の
多
く
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

内
容
や
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
戸

配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
講
生
 

募
集
中
 
 

◆
募
集
人
数
　

３０
名

◆
募
集
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

◆
募
集
期
限
　

１１
月
５
日
（
火
）

◆
受
　

講
　

料
　
無
料

◆
開
催
場
所
　
佐
賀
・
大
方
町
民
館

◆
第
１
講
座
　

１１
月

１９
日
（
火
）

「
み
ん
な
の
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
る
」

〜
『
人
権
』
は
身
近
に
あ
る
も
の
〜

①
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

②
講
演
 

◆
第
２
講
座
　

１２
月

１７
日
（
火
）

　
「
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
み
つ
め
よ
う
」

　
〜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
〜

①
講
演
 

　

②
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

◆
第
３
講
座
　
令
和
２
年
１
月

１７
日（
金
）

　
「
知
る
こ
と
が
理
解
の
一
歩
」

　
〜
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
つ
い
て
〜

①
異
言
語
ラ
ボ
　
脱
出
体
験

②
講
演
・
性
的
指
向
・
性
自
認

◆
第
４
講
座
　
令
和
２
年
２
月

１８
日（
火
）

　
「
今
、
人
権
は
…
」

　
〜
こ
れ
か
ら
ど
う
行
動
す
る
？
〜

①
講
演

②
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

教
育
委
員
会 

人
権
教
育
係

蕁

４
３
―

０
０
４
４

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、
行
政
・

人
権
相
談
所
の
開
催

Ｄ
Ｖ
は
あ
な
た
だ
け
で
な
く
子
ど

も
た
ち
も
苦
し
め
て
い
ま
す

人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー

連絡先 対象者 電話番号・相談時間など

女性相談支援

センター（配

偶者暴力相談

支援センター）

女性、

ＤＶ被

害者の

男性

・電話相談　蕁088－833－0783

　月～金　午前9時～午後5時15分、午後6時～午後10時

　土日・祝日　午前9時～午後10時

・来所相談　午前9時～午後5時15分（予約制）

警察 暴力被

害者

・警察本部の相談係　＃9110または蕁088－823－9110

・最寄の警察署の生活安全担当課

佐賀支所

人権啓発係

DV相談

窓口

・電話相談　蕁55－3113 月～金 午前8時30分～午後5時15分

　（祝日、年末年始、正午から午後1時を除く。）

こうち男女共

同参画センタ

ー「ソーレ」

女性、

男性

・女性対象相談　蕁088－873－9555　

　午前9時～午後5時（第2水曜日、祝日、年末年始・正午から午後1時を除く）

・男性対象相談　蕁088－873－9100（事前予約制）

　第1・3火曜日、第4水曜日　午後6時～午後8時

黒
潮
町
人
権
教
育
推
進
講
座
開
催
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
大
方
町
民
館
で
は
、
差
別
の
な
い
明

る
い
地
域
社
会
と
人
権
文
化
を
育
み
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
か
ら
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
、

「
つ
な
が
り
・
つ
む
ぐ
人
権
・
同
和
教

育
学
習
講
演
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
大
切
に
さ
れ
る
学
校
や
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
人

権
課
題
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

講
師
の
体
験
談
を
も
と
に
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
　

１０
月

３１
日（
木
）午
後
６
時

３０
分
〜
午

後
８
時

◆
場
所

　
大
方
町
民
館
２
階
ホ
ー
ル

◆
演
題

わ
た
し
か
ら
で
き
る
こ
と
〜
人
権
が
大

切
に
さ
れ
る
学
校
・
ま
ち
づ
く
り
〜

◆
講
師

西
内
友
人
さ
ん
（
高
知
県
教
育
委
員

会
事
務
局 

人
権
教
育
課
主
任 

社
会

教
育
主
事
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
町
民
館

蕁

４
３
―

１
２
０
４

　
総
務
省
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
行

政
相
談
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

毎
年

１０
月
に
「
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け
、

各
種
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
も
、
相
談
所
な
ど
で
総

務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、

１１
月
１
日（
金
）午
前

１０
時

３０

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
ア
ピ
ア
さ
つ

き（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

１３
）に

て
、
１
日
合
同
行
政
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
、
困
っ
て

い
る
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁

０
８
８
―

８
２
４
―

４
１
０
０

　
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
租
税

債
権
管
理
機
構
は
、
地
方
税
な
ど
の
滞

納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
売

却
す
る
不
動
産
公
売
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

◆
公
売
方
法

　
期
日
入
札
に
よ
る
会
場
公
売

◆
公
売
日
時
　

　
１１
月

１５
日（
金
）

　
受
付
開
始
　
午
後
１
時

３０
分

　
入
札
開
始
　
午
後
２
時

◆
公
売
会
場

　
高
知
県
幡
多
総
合
庁
舎
３
階
大
会
議
室

◆
公
売
物
件

チ
ラ
シ（
本
庁
住
民
課
窓
口
）ま
た
は

租
税
債
権
管
理
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
公
売
情
報
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
公
売
保
証
金

各
物
件
の
公
売
保
証
金
は
現
金
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
受
付
時
に
お
預

か
り
し
ま
す
。
物
件
を
落
札
さ
れ
な

か
っ
た
方
に
は
、
公
売
会
終
了
後
に

お
返
し
し
ま
す
。

◆
買
受
代
金
納
付
期
限

　
１１
月

２２
日（
金
）午
後
２
時

３０
分

◆
必
要
な
持
ち
物

・
身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）

・
印
か
ん（
認
印
可
）

・
買
受
適
格
証
明
書
（
農
地
該
当
物
件

に
入
札
す
る
場
合
）

・
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
手
続
き
を

行
う
方
）

※
買
受
適
格
証
明
書
の
交
付
申
請
は
、

毎
月
の
受
付
期
間
が
決
ま
っ
て
お
り
、

申
請
受
付
か
ら
証
明
書
の
交
付
ま
で

あ
る
程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
公
売
物
件
所
在
地
の
農

業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
物
件
に
よ
っ
て
は
、
状
況
に
よ
り
公

売
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
に
物
件
の
下
見
を
希
望
す
る
方

は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
租
税
債
権
管
理
機
構蕁

３
４
―

１
３
０
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.hata-e.co.jp/̃hata_sozei/

不
動
産
公
売
会
の
お
知
ら
せ

１０
月
７
日
（
月
）
〜
１３
日
（
日
）
は

行
政
相
談
週
間
で
す

つ
な
が
り
・
つ
む
ぐ 

人
権
・
同
和

教
育
学
習
講
演
会

に
し

う
ち

と
も

ひ
と
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町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
の
「
秋

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
潮
風
に
吹
か
れ
、
海
岸
沿
い
の
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の

方
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
日
時

　
１１
月

１７
日
（
日
）

　
佐
賀
支
所
　
午
前
５
時
発

　
本
庁
　
午
前
５
時

３０
分
発

◆
場
所
　
宿
毛
市
沖
の
島

◆
定
員
　

４０
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
対
象
　
町
内
在
住
で
脚
力
に
自

信
の
あ
る
方

◆
コ
ー
ス
　
往
復
約
８
袰

◆
申
込
方
法

　
各
戸
配
布
の
「
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
本
庁
教
育
委
員
会
ま
た
は
佐
賀
支

所
地
域
住
民
課
の
窓
口
に
提
出
す
る
か
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
１０
月

２８
日
（
月
）
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　
蕁

４
３
―

０
０
４
４

　
今
年
、
改
正
相
続
法
が
数
多
く
施
行

さ
れ
、
相
続
や
遺
言
の
方
式
に
つ
い
て

変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
改
正
点
を
含
め

司
法
書
士
が
具
体
的
に
説
明
す
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
講
演
後
、
希
望
者

を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
相
談
の
み
の
ご
利
用
も
で
き
ま
す
。

◆
日
時

　
１０
月

２０
日
（
日
）

・
講
演
会

 
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

２０
分

・
無
料
相
談
会
（
希
望
者
の
み
）

　
午
後
３
時

３０
分
〜
午
後
４
時

３０
分

◆
場
所

　
四
万
十
市
中
央
公
民
館 

１
階
大
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
司
法
書
士
会 

西
支
部

 
（
藤
田
司
法
書
士
事
務
所
内
）

蕁

３
４
―

９
５
１
２

 
平
成

１３
年
４
月
よ
り
、
単
独
処
理
浄

化
槽
の
新
設
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
地
球

に
や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

が
進
ん
で
い
ま
す
。

 
合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水
洗

化
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め
る
だ
け
で

な
く
、
き
れ
い
な
水
を
川
な
ど
に
帰
し

ま
す
。
浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の

汚
水
処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す
が
、

正
し
い
使
い
方
と
適
正
な
維
持
管
理
が

な
さ
れ
な
い
と
、
本
来
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
図

り
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を

き
ち
ん
と
行
っ
て
、
美
し
い
自
然
を
み

ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門
知

識
を
持
つ
資
格
の
あ
る
業
者
に
委
託

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
許
可
を

受
け
た
業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う
。

・
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十

分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
大

変
重
要
な
検
査
で
す
。
年
１
回
必
ず

指
定
検
査
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
指
定
検
査
機
関
】

　
高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
 
蕁

０
８
８
―

８
６
０
―

２
４
０
０

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 
環
境
保
全
係

　
　
 
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
２
年
２
月

１
日
現
在
で
、「
２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
日
本
の
農
林
業
・
農
山
村
地
域

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的

な
調
査
で
す
。

　
１２
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関

係
者
の
方
々
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

企
画
調
整
室 

企
画
振
興
係

蕁

４
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

毎年恒例のカツオ一本売り、一本釣りゲーム

町内外の美味しいマーケットなどお楽しみいっぱいです。

【日時】10月19日（土）  午前9時30分～午後3時

【場所】カツオふれあいセンター黒潮一番館（佐賀374－9）

第16回

おいしいカツオは　海からの贈り物

○お問い合わせ　佐賀支所 海洋森林課 水産振興係　蕁55－3115

令和元年度　狩猟免許試験について

猟友会が実施する初心者講習会

場　所 日　時 会　場� 実施する講習

高知市 11月2日（土）
午前

9時

高知県立大学

（池キャンパス）

第一種銃猟

第二種銃猟

わな猟

１、講習は午前9時30分から午後5時まで（受付は9時から）

　　※講習終了時間は受講人数や受講種類によって前後

　　　することがあります。�     

２、受講料　10,000円（※ 例題集・テキスト代含む）�     

３、当日は筆記用具をお持ちください。�     

４、初心者講習会の申し込みは各地区猟友会へ

　　※定員は各会場50名までです。�     

　　※各試験日の10日前までに猟友会へ必着するよう

　　　申請してください。�     

◎お申し込み・お問い合わせ

　〒780－0901 高知市上町2丁目7－2

　一般社団法人 高知県猟友会　蕁088－856－6641

　初心者講習会の申込書は猟友会ホームページよりダウ

ンロードできます。

ホームページ http：//www.kochi-ryoyu.com/

下記のとおり狩猟免許試験が実施されます。�            
シカやイノシシなどの被害にお困りの農林業の皆さんをはじめ、たくさんの方の受験をお待ちしています。�            

【申請書配布場所】県庁鳥獣対策課、各地区猟友会、黒潮町役場（本庁農業振興課、佐賀支所海洋森林課）

県が実施する狩猟免許試験

場　所 日　時 会　場� 試験を行う免許の種類

高知市
11月19日（土）

午前

10時

高知県立大学

（池キャンパス）

わな猟、網猟

11月10日（日） 第一種銃猟、第二種銃猟

試験申請手数料　5,200円（一部免除者は 3,900円）�     

※各試験日の10日前までに高知県猟友会または県へ必

　着するよう申請してください。�     

       

◎お申し込み・お問い合わせ�     

　〒780－8570 高知市丸ノ内1－2－20（県本庁舎3階）

　高知県 鳥獣対策課　蕁088－823－9042     

　または、一般社団法人高知県猟友会までお問合せください。

　試験申請書などは鳥獣対策課ホームページよりダウン

ロードできます。

ホームページ http：//www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/070201/

※冬期試験を12月上旬（四万十市）、12月中下旬（安芸市）、令和2年1月下旬（高知市）で実施する予定です。
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※「大方の秋まつり」作品展示は、11月11日（土）9：00～18：00、12日（日）9：00～15：00、体育館内で行います。

町内の美味しいもの出店、芸能ステージなどお楽しみ満載。近隣のゆるキャラも応援にきてくれます。

※「大方の秋まつり」の作品展示は、11月9日（土）の午前9時から午後6時と10日（日）午前9時から午後3時に体育館で行います。

【場所】土佐西南大規模公園体育館周辺

○お問い合わせ　本庁 教育委員会 生涯学習係　蕁43－0044・佐賀支所 海洋森林課 商工係　蕁55－3115

町内の美味しいもの出店、芸能ステージなどお楽しみ満載。近隣のゆるキャラも応援にきてくれます。

（入野３８８）（入野３８８）

【日時】11月10日（日）  午前10時～午後3時

幡多広域消費生活センター便り

消費税率引き上げに便乗した詐欺に注意

【幡多広域消費生活センター】相談受付日時／月曜日～金曜日（祝日および年末年始を除く）�

  　　　　　　　　　　         午前9時～正午・午後1時～午後5時　蕁34－6301　FAX 34－6295

    　　　　　　　　　　       〒787－0012 四万十市右山五月町8番32号 四万十市立働く婦人の家1階

困ったときは、消費生活センターへご相談ください

　銀行の業界団体を名乗る男から、「消費税増税の関係で、高齢者に社会保険料の一部が戻ることとなっ

た。通帳とキャッシュカードの番号を教えてほしい。お宅は4万円戻る」と電話があった。

（80歳代　男性）

●社会的に話題になっているできごとを悪用し、言葉巧みに近づく詐欺手口が見られます。今後、消費税

率の引き上げに便乗した手口の発生が予想され、注意が必要です。

●金融機関や行政などが、消費税増税を理由に消費者個人に電話をかけてくることはありません。「お金

が戻ってくる」などと言われても信用してはいけません。

●着信番号通知や録音機を活用し、知っている人以外の電話には直接出ないということもトラブルを避け

る1つの方法です。

●不審な電話があったら、すぐに最寄りの警察やお住まいの自治体の消費生活センターなどにご相談くだ

さい。消費者ホットライン「188」、警察相談専用電話「＃9110」

国民生活センター見守り新鮮情報　第346号より

事例

ひとこと助言

平成28年12月に発生した新潟県糸魚川市大規模火災の教訓を踏まえ、消防法が改正されました。

10月1日から面積にかかわらず、すべての飲食店に消火器の設置が必要となりました。
※延べ面積150㎡未満で下記のいずれかにあてはまる場合は設置不要。
・火を使用する設備や器具を設けていない。（※1）　・防火上有効な対策がとられている。（※2）

（※1）飲食物を提供するため調理を目的とする、「火を使用する設備」または「火を使用する器具」が当てはまります。

　　　（IH調理器は除きます）

　　　例：備え付けのレンジ、フライヤー、かまど、ガスコンロ（設備）・カセットコンロ（器具）など

（※2）使用するすべての設備に次のいずれかの装置があれば消火器の設置は免除できます。

　　　1.調理油過熱防止装置　2.自動消火装置　3.圧力感知安全装置

〇お問い合わせ　黒潮消防署 予防係　蕁44－2600

消火器の設置後、6カ月ごとに点検し、1年に1回消防署への報告が必要となります。

飲食店などにおける消火器の設置基準が改正されました
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黒潮町プレミアム付商品券
販売と使用開始のお知らせ

　9月24日より「黒潮町プレミアム付商品券（以下、商品券）」を販売しています。

　購入対象となる方には、商品券の購入引換券を郵送しています。購入を希望される方

は、購入引換券をお持ちになり販売窓口（プレミアム付商品券窓口）で購入してください。

　10月1日からは、商品券を使用することもできるようになりました。商品券購入後は、

商品券使用可能店舗で使用期間内にご使用ください。

販売や使用の詳細は以下のとおりです。

販 売 期 間
令和2年2月28日（金）まで

（土日・祝日および12月28日～1月5日は除きます。）

使用可能店舗
購入引換券送付の際に同封しているチラシや、町公式ホームページ

（https：//www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/kaiyou－osirase/19690）
をご覧ください。

販 売 時 間 午前9時～午後5時（正午～午後1時は除きます。）

販 売 窓 口 役場本庁1階、佐賀支所1階のプレミアム付商品券窓口

使用可能期間 令和2年3月31日（火）まで

○商品券制度に関するお問い合わせ

　佐賀支所 海洋森林課 商工係　蕁55－3115

○取扱店舗に関するお問い合わせ

　黒潮町商工会内「黒潮町プレミアム付商品券実行委員会」　蕁43－1203

商品券の販売内容

1セット（商品券5千円分：千円×5枚つづり）を4千円

で販売します。1セットから最大5セット2万円（商品券

2万5千円分）まで、ご希望のセット数を購入できます。

見  本

　非課税者分の購入引換券交付申請書

がお手元に届き、申請がまだの方は、

購入を希望される場合は申請をお願い

します。

　　

　　　　　　

　申請内容を確認した後、商品券購入

引換券をお送りします。

※申請をしたからといって、必ず商品

券を購入する必要はありません。
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婚活イベント　秋だから…であいの里蜷川で魅力発見

　県西部の婚活サポーターの有志で構成する「すまいるサポート」では、独身者を対象とした出会い
イベントを実施します。であいの里蜷川で素敵な出会いを見つけませんか。そば打ち体験などを通し
て、婚活サポーターが出会いのきっかけをお手伝いします。イベントに関する情報は、「高知で恋しよ！！
応援サイト」よりご確認ください。

◆日時　11月10日（日）午前10時～午後3時　　◆場　所　であいの里蜷川
◆内容　そば打ち・田舎寿司（ニギリ）体験　　　　◆参加費　2,000円
◆定員　24名（男女各12名）　　　　　　　　　◆対象者　30歳から45歳の独身者
◆申込　「高知で恋しよ！！応援サイト」よりお申し込みください。
　　　　※申込にはユーザー登録が必要です。https：//www.koishiyo.pref.kochi.lg.jp/

〇お問い合わせ　すまいるサポート　代表：高橋まりえ　蕁090－9455－1264

新成人代表者募集新成人代表者募集新成人代表者募集新成人代表者募集令和２年成人式令和２年成人式令和２年成人式令和２年成人式

日時／令和2年1月3日（金）　受付：午後0時30分～  　式典：午後1時30分～

場所／ふるさと総合センター 大ホール

【お問い合わせ・応募先】本庁 教育委員会　生涯学習係　蕁43－0044　蕭43－1144

黒 潮 町 成 人 式

令和2年「黒潮町成人式」の新成人代表者を募集します。

20歳の素晴らしい記念になると思いますので、「われこそは」と思う方の募集をお待ちしています。

なお、応募多数の場合は、教育委員会にて調整させていただきますのでご了承ください。

記念アトラクション実行委員会メンバーについても、あわせて募集中です。

せい し

◆対　象　者　平成11年4月2日～平成12年4月1日生まれで、次のいず

れかに該当する方

　　　　　　①町内に住所を有する方

　　　　　　②町内の小学校または中学校を卒業した方

◆募集人数　2人（誓詞、記念品授与　各1人）※誓詞＝成人の誓い

◆募集期限　11月29日（金）まで

◆応募方法　電話またはFAXにてご連絡ください。

はたのおと2019 11/2-3
Sat-Sun

はたにある魅力を深くやさしく知る研究発表会

今年は黒潮町で開催します

対象：小学生以上
お問い合せ：研究会はたのおと事務局
                   hatanote.net@gmail.com
主催：研究会はたのおと
共催：黒潮町・黒潮町教育委員会

詳細と参加申込は案内HPをご覧下さい。https://hatanote.net/hatanote2019

■講演・発表会

■ウニ標本づくり

■シーカヤック体験
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月日（曜） 行　　　事　　　名 場　　　　所

17（木）

19（土）

22（火）

20（日）

12（土）・13（日）

14（月）

26（土）

27（日）

くろしお杯球技大会（小学生バレーボール） 体育館

第98回 全国高等学校サッカー選手権大会・高知県予選 多目的運動広場

JFA フットボールフェスタ 2019 多目的運動広場

幡多地区中学バスケットボール 体育館

黒潮町老人クラブ連合会 運動会 体育館

第16回 幡多地区中学校ソフトテニス 森本旗大会 テニスコート

県リーグ（社会人サッカー） 多目的運動広場

県リーグ（小学生バスケットボール） 体育館

土佐西南黒潮パークゴルフ協会 じぃんず工房大方杯 パークゴルフ場

JFA フットボールフェスタ 2019 多目的運動広場

四国クローバーリーグ最終節（中学生サッカー） 多目的運動広場

愛好者増加対策（中・高ソフトテニス合同練習） テニスコート

県リーグ（一般バスケットボール） 体育館

県リーグ（社会人サッカー） 多目的運動広場

土佐西南大規模公園（大方地区）スポーツイベント・大会予定　10月

観覧は自由です。お誘い合わせの上、ご来場ください。天候などの都合により変更、中止する場合がありますので、
詳しくはお問い合わせください。
【場所について】・多目的運動広場（人工芝グラウンド）・球技場（天然芝グラウンド）
　　　　　　　　・多目的芝生広場（陸上競技場天然芝グラウンド）

○お問い合わせ　高知県立土佐西南大規模公園体育館事務所　蕁43－0166

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2019（令和元）年10・11月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。 ★＝町外で開催される行事

13（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」10周年 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト
　　 蕁090－2786－3702

集落活動センターかきせ
蕁43－3306

9：00

10（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト
　　 蕁090－2786－3702

9：00

10/12（土）
The Moonlight Film Festival 2019
～砂浜で楽しむ月夜の映画祭～

入野の浜 企画振興係� 蕁43－217719：30

9（土）・10（日）
第57回大方の秋まつり（9日・10日）
第7回黒潮町まるごと産業祭（10日）

土佐西南大規模公園周辺
生涯学習係� 蕁43－0044
商工係��   蕁55－3115

9：00
10：00

19（土） 第16回土佐さがのもどりガツオ祭2019・秋 黒潮一番館 水産振興係� 蕁55－31159：30

22（火） 第14回黒潮町少年剣道大会 三浦小学校体育館
生涯学習係� 蕁43－0044

9：30

26（土）～28（月） 佐賀文化展 総合センター大ホール 9：00

11/2（土）
第5回黒潮町地区防災計画シンポジウム 大方高校

南海地震対策係�蕁43－2188
13：30

3（日）
地域の秋を楽しむ会2019 かきせ川上流地域（御坊畑・馬荷） 9：30

橘川コスモス祭り 大方橘川地域 10：00

2（土）・3（日） はたのおと2019 大方あかつき館
研究会はたのおと事務局
     hatanote.net@gmail.com

13：30

夜間津波避難訓練 町内 19：00

4（月）
砂浜美術館30周年記念イベント すなびシンポ 土佐西南大規模公園体育館

砂浜美術館� 蕁43－4915

14：00

砂浜美術館30周年記念イベント すなBBQ（予約制） 海のバザール 18：00

5（火） 砂浜美術館30周年記念イベント「4kmでひらひらします。」 入野の浜 14：00頃

15（金）～18（月） 第25回潮風のキルト展 入野松原 砂浜美術館� 蕁43－491510：00

16（土） 黒潮町民大学 第3講座 講師 天達武史さん 総合センター 生涯学習係� 蕁43－004418：30
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黒潮町ケーブルテレビ

10月番組予定表

IWKTVの放送時間・番組などに関するお問い合わせは

本庁 情報防災課 情報推進係 または
IWKTV制作室まで

【情報推進係】    蕁43－2188 

【IWKTV制作室】蕁43－0500

IWKTV加入・放送に関する不具合などのお問い合わせは

【光ネットワークセンター】

番　　組 放送時間
番組内容の更新は、毎週水曜日の18：00です。

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

スポーツの秋・運動会や野球中継を放送スポーツの秋・運動会や野球中継を放送

◆秋の大運動会特集

小学校運動会・保育所運動会を放送予定。�                  

子どもたちの一生懸命な姿をお届けします！

◆第72回秋季四国地区高等学校野球大会
　高知県予選�

放送日程：10月5日（土）・6日（日）　準々決勝�                  

　　　　　10月12日（土）　準決勝�                  

　　　　　10月13日（日）　決勝・3位決定戦�                  

　　　　　予備日：10月7日・8日・14日・15日

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

　

ＩＷＫTV番組 07：00　10：00　12：00

15：00　18：00　20：00

Kochi on TV! 14：00　20：00

片さんのFish!おふ 23：00　

幡多サイクル紀行 8：35　11：35　13：35　16：35　19：35　22：35

月間アニマルズ 8：45　11：45　13：45　16：45　19：45　22：45

昭和南海の記憶 6：45　23：45

高齢者寺子屋 6：00

ショップチャンネル 9：00　17：00　24：00～6：00

営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

※野球中継の放送日程は変更となる場合があります。

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
材料（4人分）

〔作り方〕

①ちくわ・キュウリは薄切り、キャベツはザク切り、ニンジンは

イチョウ切りにする（食べやすい大きさにする）。中鍋に湯を沸

かしてサッと湯通しし、水気を切る。

②サラダ油以外の調味料を合わせて混ぜ、最後にサラダ油を加え

て混ぜる。

③①と②を合わせてできあがり。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

ちくわサラダ

A

　マヨネーズと和えたり、ちくきゅうなどにするちくわの食べ方はよく

されると思いますが、このちくわサラダは、ドレッシングで野菜と和え

たサラダです。サッパリとした風味でおいしいですよ。給食を食べる

子どもたちからも大人たちからもおいしいと好評でした。ぜひ、作っ

てみてください。

ちくわ� 50g
キャベツ� 160g（葉2枚）
キュウリ� 120g（中1本）
ニンジン�20g（中1/10本）
　酢� 大さじ1
　コショウ� 少々
　砂糖� 小さじ1
　薄口醤油� 小さじ1強
　塩� 少々
　サラダ油� 小さじ1

※総合計同点の場合は、カウントバック方式とする。

※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 峰岸広美 25 24 24 24 48 97

準優勝 尾崎良二 25 26 24 25 52 100

3位 筒井康夫 25 28 26 25 51 104

4位 松田　哲 27 26 25 26 51 104

5位 鍋島正三 29 27 29 23 52 108

6位 山岡克彦 26 27 28 27 55 108

7位 佐田幸一 27 29 29 25 54 110

8位 茶畑すみ子 29 26 29 28 57 112

9位 小野真人 27 27 29 26 55 109

10位 小野みね 29 30

小計

49

51

53

53

56

53

56

55

54

59 28 26 54 113

HC 総計

9

1

97

－2 100

4 104

104

－2 108

－1 108

－2 108

－4 108

2 109

－4 109

ベストスコア：Ａコース　24点 ― 峰岸広美、尾崎良二

ベストスコア：Ｂコース　23点 ― 鍋島正三

ホールインワン：Ｂコース　5番　鍋島正三　

土佐西南黒潮ＰＧ協会　開場14周年記念杯

日時：9月14日（土）　午前9時

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

10

11

日

1～6

07～13

14～20

21～27

28～31

1～3

04～10

11～17

18～24

25～30

水 道 給 水 工 事 指 定 店

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

㈱ 土 居 建 設

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

○お問い合わせ　佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

㈱ 中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

大 西 設 備

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

31－3277

43－1546

43－2061

44－1117

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

浮鞭2083－2

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 西 部 総 建

㈱ 土 居 建 設

電話番号

事務所 自　宅

43－2024

55－7371

55－2121

55－3141

55－2825

55－2133

55－7114

55－2076

55－2363

住　　所

下田の口822－174

拳ノ川1781

佐賀1990

佐賀2988

伊与喜38－2

伊与喜43－5

広報紙の取材、紙面作成などをしているとのことですが、普段どんなことを心掛け

ていますか？

　取材時に内容の確認が少なくて済むように、できるだけ事前に下調べをしています。
そうすることで自分自身の不安を消すこともできます。ただ、事前に考える質問は最小限にして、現
場での生の声を大切に、相手に合わせて話を広げるよう心掛けています。

取材をしていて楽しいと思うことや印象的なことはどんなことですか？

　スポーツ合宿で訪れた子どもたちが藁焼きカツオたたき作りをしたり、「ふるさと・キャリア教育」
の一環で町内の児童がホエールウォッチングに出かけたり、体験事業の取材は自分も一緒に参加して
いる雰囲気を味わえるので楽しいです。また、防災に関する取材は、子どもから大人まで、その意識
の高さと前向きな姿勢に毎回驚きと感動を覚えます。

今後「こんなことをしたい」「こんな広報紙にしたい」などはありますか？

　今月から「まほろば」という特集も始めたけれど、例えば、町内で普通に生活
をしている人にスポットを当てたり、子ども向けに読みやすい紙面を作ってみ
たり、とにかく多くの方に「読んでもらえる・見てもらえる広報」を作っていき
たいです。

【今月の地域おこし協力隊】

広報担当

山本　祐佳

特集「まほろば」の取材を
する山本さん（写真右）

やまもと ゆ か

毎月連載していた「くろしお協力隊がゆく！」ですが、今月号から掲載方法を変更し、協力隊を広報担
当がクローズアップします。
協力隊を取材し、インタビュー。今まで見えにくかった協力隊の活動を掘り下げます。

Q

Q

Q

取材の詳細や裏話は町公式Facebook（@9640town）に掲載します。ぜひご覧ください。

ぜひ多くの皆さんに広報を読んでいただきたいです。
取材の依頼もお待ちしています。

協力隊から一言!
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黒潮町公式 SNS
フェイスブック
@9640town

ツイッター
@kuroshio_town

インスタグラム
@kuroshio_town

Please follow us

10月

日 月 火 水 木 金 土

2 4 5

6

1

7 8 9 10

1 2 3

11 12

1

13 14 15 16 17 18 19

20

27

21 22 24 25 26

28 29

23

11月

日 月 火 水 木 金 土

2 1 2 3 1 2

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
文
学
館
は
午
前
９
時
３０
分
開
館

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
文
学
館
は
午
前
９
時
開
館

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
か
ら

　
午
後
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
小
説
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

大
方
図
書
館 

蕁

４
３
―
２
１
１
０

佐
賀
図
書
館 
蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

新しく入った本紹介

●無実の君が裁かれる理由　　　　　　　　　　友井　羊／著

●マッチと街　　　　　　　　　　　　　　信田　英司／企画

●犯人に告ぐ３　　　　　　　　　　　　　　雫井　脩介／著

●Ｃｏｍｅ ｈｏｍｅ！ Ｖｏｌ.５７　　　　 　　　　　　　主婦と生活社

●まあまあふうふう。　　　　　　　　　　　八千草　薫／著

●老いる前の整理はじめます！ 　コンシューマーズ京都／監修

●鴨川食堂まんぷく　　　　　　　　　　　　　柏井　壽／著

●２０００万円もってないオレたちはどう生きるか　　　岡　久／著

●秘密に満ちた魔石館　　　　　　　　　　　廣嶋　玲子／作

●プラスチック・プラネット

　　　　　　　      　ジヨージア・アムソン＝ブラッドショー／作

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

30 31 30 31

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/akatsuki

※10月25日（金）は館内整理日です。
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発
行

／
黒

潮
町

役
場

〒
789－1992 高

知
県

幡
多

郡
黒

潮
町

入
野

5
8
9
3
番

地
T

E
L

 0
8
8
0

－4
3

－2
1
1
1（

代
表

） F
A
X

 0
8
8
0

－4
3

－2
7
8
8

〈
2
0
1
9
（

令
和

元
）年

1
0
月
1
日

発
行

  印
刷

／（
有

）
宿

毛
印

刷
〉

広報
く
ろ
し
お

月
号

N
o
.1
6
3

10

2019（令和元）年8月31日現在

出　生 6人（男2人・女4人）

世　帯　数 5,520世帯

女 5,819人

男 5,354人

人　　　口 11,173人（前月比6人減）

転　入 14人（男8人・女6人）

その他 0人

増
　
加

死　亡 16人（男9人・女7人）

転　出 9人（男6人・女3人）

その他 1人（男1人）（女4人）

減
　
少

わ
が
ま
ち
デ
ー
タ

2019年9月17日インスタグラム掲載

第
32
回
上
林
暁
文
学
館
企
画
展

「
上
林
暁
と
セ
ン
タ
ー
試
験
」

■
2
0
1
9
年
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
（
国

語
）
の
受
験
数
者
は
５２
万
人
。
そ
し
て
、国
語

の
配
点
2
0
0
点
の
う
ち
、
上
林
暁
の
作
品

「
花
の
精
」
に
関
す
る
配
点
は
５０
点
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、見
逃
せ
な
い
「
事
件
」
だ
。

「秋の名画座」
日時：11月9日（土）　　会場：大方あかつき館
・午前10時～正午（キタキツネ物語）
・午後1時30分～午後4時（家康、江戸を建てる）
（入場無料：定員210名先着順／開場は30分前）

期間：10月7日（月）～12月25日（水）

会場：大方あかつき館2階　上林暁文学館
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